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市
長
所
信
表
明

議
会
だ
よ
り

お

知

ら

せ

開

催

行

事

情
報
ボ
ッ
ク
ス

我

が

家

の

ア

イ

ド

ル

レ

ポ

ー

ト

図
書
館
だ
よ
り

と
な
る
の
で
、
今
後
で
き
る
限

り
早
い
時
期
に
新
施
設
の
整
備

に
着
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今

回
の
和
解
が
最
終
と
な
る
よ
う
、

強
く
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
平
成
30
年

度
に
は
、
候
補
地
の
選
定
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
国
の
交
付

金
申
請
に
必
要
と
な
る
「
循
環

型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
」

を
策
定
す
る
な
ど
、
計
画
的
に

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
西
赤
谷
工
場
等
用
地
造
成
事

業
」
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
、
昨
年
末
に
、

株
式
会
社
ナ
プ
ラ
と
取
り
交
わ

し
た
「
工
場
等
の
増
設
に
係
る

覚
書
」
に
基
づ
き
、
用
地
の
造

成
に
係
る
測
量
・
設
計
、
地
質

調
査
等
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

市
と
し
て
は
、
株
式
会
社
ナ

プ
ラ
が
１
日
も
早
く
工
場
等
の

増
設
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
元
の
皆
さ
ま
な
ど

関
係
者
を
は
じ
め
、
議
員
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な

が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

各
種
の
法
定
手
続
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
な
ど
、

し
っ
か
り
と
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

た
。市

と
し
て
は
、
今
後
と
も
、

特
別
清
算
の
早
期
終
結
に
向
け
、

全
面
的
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、

本
年
４
月
以
降
、
新
た
な
指
定

管
理
者
の
下
で
行
わ
れ
る
「
交

流
会
館

ブ
ル
ー
ヴ
ィ
ラ
穴

吹
」
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
指
導
・
監
督
を
行

い
ま
す
。

吉
野
川
環
境
整
備
組
合
に
つ

い
て
は
、「
吉
野
川
浄
園
・
し
尿

処
理
場
・
早
期
移
転
促
進
期
成

同
盟
会
」
と
の
間
に
、「
平
成
30

年
３
月
31
日
限
り
で
処
理
施
設

を
閉
鎖
し
、
他
に
移
転
す
る
。」

と
い
う
協
定
書
を
締
結
し
て
い

ま
す
が
、
同
盟
会
の
皆
さ
ま
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

処
理
施
設
の
閉
鎖
期
限
を
再
度

10
年
間
延
伸
す
る
こ
と
で
協
議

が
調
い
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
２
月

20
日
に
同
盟
会
と
調
印
に
よ
る

協
定
書
の
締
結
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
、
美
馬
簡
易

裁
判
所
に
お
い
て
、
和
解
の
手

続
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の

和
解
が
成
立
し
ま
す
と
、
処
理

施
設
の
閉
鎖
期
限
は
、「
平
成

40
年
３
月

40

31
日
ま
で
」
と
な
り

ま
す
が
、
昭
和
49
年
３
月

49

30
日

に
、
最
初
の
協
定
書
を
取
り
交

わ
し
て
以
来
、
３
回
目
の
延
伸

の
中
核
拠
点
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
方
に
最
大
限
ご
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
も
十
分
連
携
を
図
り
ま
す
。

「
大
塚
製
薬
株
式
会
社

徳

島
美
馬
工
場
」
の
建
築
工
事
に

つ
い
て
は
、
本
年
７
月
末
の
工

場
完
成
に
向
け
、
建
築
及
び
設

備
工
事
と
も
、
予
定
ど
お
り
進

捗
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
本
市
が
実
施
し
て
い

る
関
連
事
業
に
つ
い
て
も
、
来

年
度
に
舗
装
工
事
の
一
部
が
残

る
も
の
の
、
主
要
な
道
路
の
整

備
な
ど
の
各
種
事
業
は
、
本
年

度
末
に
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

平
成
32
年
９
月
の
徳
島
美
馬

工
場
の
操
業
が
１
日
で
も
早
く

開
始
さ
れ
る
よ
う
に
、
引
き
続

き
、
市
の
全
力
を
傾
注
し
、
大

塚
製
薬
株
式
会
社
と
の
連
携
を

密
に
し
て
い
き
ま
す
。

「
株
式
会
社

清
流
の
郷
」
の

清
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
１
月

18
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
株
主

総
会
に
お
い
て
、
通
常
清
算
手

続
か
ら
特
別
清
算
手
続
へ
の
移

行
や
、
清
算
人
及
び
代
表
清
算

人
の
選
任
が
決
議
さ
れ
、
２
月

15
日
に
は
、
裁
判
所
か
ら
特
別

清
算
の
開
始
が
決
定
さ
れ
ま
し

て
は
、
ま
ず
、
４
月
２
日
に
「
小

規
模
保
育
所
」
が
業
務
を
開
始

し
、
そ
の
後
、
５
月
に
入
り
、

１
日
に
は
「
観
光
情
報
発
信
セ

ン
タ
ー
」
が
、
７
日
に
は
「
脇

町
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

そ
し
て
、
５
月
12
日
に
は

「
市
民
ホ
ー
ル
」
や
「
市
立
図
書

館
」、「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
全
て
の
施
設
の
オ
ー
プ
ン

に
あ
わ
せ
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
落
成
記
念
式
典
を
執
り

行
う
と
と
も
に
、
13
日
に
は

「
市
民
ホ
ー
ル
」
の
オ
ー
プ
ン
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
音
楽
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
と
い
っ
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
事
業
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

な
お
、「
市
民
ホ
ー
ル
」
に
設

置
す
る
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
に
引
き
続
き

「
美
馬
の
子
ど
も
た
ち
に
『
本
物

の
音
楽
』
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
株
式
会

社
ナ
プ
ラ
様
か
ら
の
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」
を
活
用
し
、

平
成
30
年
度
に
購
入
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
を
間
近
に
控
え
る

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
県
西
部

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
係
る
施
設
本
体
の
改
修
工
事

に
つ
い
て
は
、
順
調
に
進
捗
し
、

２
月
末
に
竣
工
検
査
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
ま
た
、
外
構
工
事

や
各
種
備
品
類
の
購
入
な
ど
に

つ
い
て
も
、
着
々
と
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
度
、

施
設
の
愛
称
に
ご
応
募
い
た
だ

い
た
多
く
の
皆
さ
ま
方
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

応
募
数
９
７
８
件
の
中
か
ら
、

３
月
上
旬
に
開
催
予
定
の
愛
称

選
定
委
員
会
に
お
い
て
選
定
し
、

決
定
し
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
す
る
各
施
設
に
つ
い

平
成
30
年
３
月
美
馬
市
議

会
定
例
会
は
２
月
21
日
に
開

会
し
、
藤
田
市
長
は
市
政
の

重
要
課
題
に
つ
い
て
所
信
を

表
明
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
や

市
議
会
に
理
解
と
協
力
を
求

め
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。 市市市市市市市市市市市市市市市市

長長長長長長長長長長長長長長長長
所所所所所所所所所所所所所所所所
信信信信信信信信信信信信信信信信
表表表表表表表表表表表表表表表表

市
長
所
信
表
明明明明明明明明明明明明明明明明明

「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
」
に
つ
い
て

「
大
塚
製
薬
株
式
会
社

徳

島
美
馬
工
場
」
に
つ
い
て

「
吉
野
川
環
境
整
備
組
合
」
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

地
方
創
生
「
県
西
部
の
中
核

拠
点
」
と
し
て
の
美
馬
市
創

生
の
実
現
に
つ
い
て

「
株
式
会
社

清
流
の
郷
」
の

精
算
手
続
の
状
況
に
つ
い
て
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り

策
、
そ
し
て
、
介
護
予
防
や
生

活
支
援
な
ど
、
こ
れ
ら
を
一
体

的
に
提
供
で
き
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
、
今
後
の
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
々
が
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

「
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
と
し
た
第
７

期
の
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

及
び
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
策
定
し
、
こ
の
計
画
に
お
い

て
、
今
後
３
年
間
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
量
や
そ
れ
に
伴
う

介
護
保
険
料
な
ど
を
決
定
し
ま

し
た
。

「
障
が
い
者
福
祉
の
推
進
」
に
つ

い
てこ

れ
か
ら
の
福
祉
社
会
の
実

現
に
は
、
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
誰
も
が
社
会
の
一
員

と
し
て
、
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
、
障
が
い
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
偏
見
や
差
別

と
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
こ
の
間
、

「
障
害
者
基
本
法
」
の
改
正
を
は

じ
め
、
総
合
支
援
、
虐
待
防
止
、

差
別
解
消
な
ど
の
障
が
い
者
に

関
連
す
る
法
制
度
に
つ
い
て
、

順
次
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
中
、
今
回
、
本
市
に
お
い
て
、

策
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
計
画
を
基
に
、

こ
れ
ま
で
本
市
が
取
り
組
ん
で

き
た
英
語
教
育
の
成
果
と
課
題

を
踏
ま
え
つ
つ
、
園
児
、
幼
児
、

児
童
、
生
徒
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

平
成
30
年
度
に
は
、
新
た
に
実

施
す
る
市
内
中
学
校
３
年
生
の

「
英
検
３
級
」
の
受
験
料
の
助
成

の
ほ
か
、「
Ａ
Ｌ
Ｔ
」
の
４
名
か

ら
７
名
へ
の
増
員
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
福
祉
の
推
進
」
に
つ
い

て
我
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
世
界

で
も
経
験
の
な
い
超
高
齢
社
会

を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
本
市
に

お
い
て
は
、
高
齢
化
率
が
既
に

36
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
お
り
、

全
国
や
徳
島
県
の
平
均
と
比
較

し
て
も
、
相
当
速
い
ペ
ー
ス
で

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う

状
況
で
す
。

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
み
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
、
ま
た
、
認
知
症

高
齢
者
が
増
加
す
る
中
で
、
将

来
を
見
据
え
た
高
齢
者
福
祉
を

実
現
す
る
た
め
、
医
療
・
介
護

の
連
携
や
認
知
症
高
齢
者
の
対

関
係
施
策
に
つ
い
て
も
早
急
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
美
馬
市
英
語
教
育
推
進
計
画
」

に
つ
い
て

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

の
開
催
な
ど
の
社
会
情
勢
を
背

景
と
し
、
世
界
共
通
語
の
１
つ

と
し
て
英
語
の
需
要
が
高
ま
っ

て
お
り
、
ま
た
、
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
に
よ
り
、
平
成
32
年

度
か
ら
小
学
校
で
英
語
が
正
式

な
教
科
と
な
る
な
ど
、
国
に
お

い
て
も
我
が
国
の
国
際
化
の
促

進
に
向
け
た
施
策
が
進
め
ら
れ

て
い
る
中
で
、
就
学
前
教
育
、

学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
早
期

か
ら
の
一
貫
し
た
英
語
教
育
を

推
進
し
、
将
来
を
担
う
人
材
を

育
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
喫
緊

の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
に
お
い
て
は
、

「
一
歩
先
を
行
く
０
歳
児
か
ら

中
学
校
卒
業
ま
で
の
英
語
教
育

の
実
現
」、「
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
教
育
環
境
整
備
と
地
域
社

会
・
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
」
を
基
本
方
針
と

し
、
そ
の
達
成
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

美
馬
市
英
語
教
育
推
進
計
画
を

努
め
ま
す
。

美
馬
地
区
の
廃
校
施
設
の
利
活

用
と
「
小
さ
な
拠
点
」
の
形
成

に
つ
い
て

美
馬
地
区
の
小
学
校
５
校
の

跡
地
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

「
小
さ
な
拠
点
」
と
し
て
、
有
効

に
利
活
用
で
き
る
よ
う
、
各
校

区
の
跡
地
利
用
協
議
会
に
お
い

て
、
ご
協
議
を
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
企
業
や
団
体

の
誘
致
に
関
し
て
は
、
第
１
次

選
定
を
昨
年
末
ま
で
に
終
了
し
、

年
明
け
か
ら
は
、
地
元
協
議
会

へ
の
事
業
者
提
案
説
明
会
を
開

催
し
、
ご
理
解
を
頂
い
て
い
ま

す
。現

在
は
、
各
校
区
に
新
た
に

設
置
い
た
だ
い
た
「
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
に
お
い
て
、
具
体

的
な
利
活
用
計
画
を
策
定
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
地
域
組
織
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
２
名
の
集
落
支
援
員

の
配
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
や
団
体
な
ど
が
廃
校
施

設
を
有
効
に
利
活
用
し
て
経
済

活
動
を
行
う
こ
と
は
、
地
域
の

賑
わ
い
づ
く
り
を
大
き
く
牽
引

し
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
ま
た
、
地
元
住
民
の
皆
さ

ま
方
か
ら
も
非
常
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
企
業
や
団
体
な
ど
に
よ
る

経
済
活
動
が
速
や
か
に
本
格
稼

働
に
移
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
種

「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
」

に
つ
い
て

本
年
度
は
、
経
済
構
造
の
把

握
、
生
産
波
及
効
果
の
測
定
な

ど
に
活
用
さ
れ
る
「
産
業
連
関

表
」
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
次

は
こ
れ
を
活
用
し
、
本
市
が
め

ざ
す
方
向
性
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
平
成
30
年
度
に
は
、

「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
て
、
作
成
し
た
「
産
業
連
関

表
」
を
活
用
し
、
地
域
の
産
業

構
造
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、

企
業
誘
致
や
生
産
基
盤
の
拡
大

と
い
っ
た
成
果
を
地
域
経
済
の

好
循
環
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
情
報
通
信
関
連
産
業
誘
致
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
に
つ
い
て

こ
の
誘
致
セ
ン
タ
ー
は
、
情

報
通
信
関
連
企
業
を
誘
致
し
、

本
市
に
お
け
る
雇
用
の
場
の
創

出
を
推
進
す
る
た
め
、
誘
致
企

業
に
事
務
所
と
し
て
貸
し
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
置

す
る
施
設
で
あ
り
、
本
年
５
月

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
現
在
、

旧
「
脇
町
図
書
館
」
の
改
修
を

進
め
て
い
ま
す
。

改
修
後
に
は
、「
株
式
会
社

テ
レ
コ
メ
デ
ィ
ア
ふ
る
さ
と

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
美
馬
」
に
貸

し
付
け
ま
す
が
、
こ
の
誘
致
セ

ン
タ
ー
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
方

と
と
も
に
歩
み
、
本
市
に
お
け

る
雇
用
の
創
出
、
経
済
の
活
性

化
に
繋
が
る
施
設
と
な
る
よ
う

未
来
へ
は
ば
た
く
「
市
民
の

個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

未
来
を
支
え
る
「
い
き
い
き

と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
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議
会
だ
よ
り

お

知

ら

せ

開

催

行

事

情
報
ボ
ッ
ク
ス

我

が

家

の

ア

イ

ド

ル

レ

ポ

ー

ト

図
書
館
だ
よ
り

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

内
部
組
織
で
あ
る
「
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
会
」
を
設

置
し
、
契
約
事
業
者
の
方
針
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
が
、
こ

の
検
討
過
程
に
お
い
て
は
、
情

報
通
信
の
専
門
家
で
あ
り
ま
す

鳴
門
教
育
大
学
の
曽
根
直
人
准

教
授
か
ら
の
ご
意
見
も
伺
い
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
現
行
の
「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
株
式
会
社

四
国
支
店

徳

島
営
業
所
」
を
、
引
き
続
き
、

契
約
事
業
者
と
す
る
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、

現
行
の
契
約
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
故
障
や
損
傷
な
ど
が
発
生

し
た
と
き
の
対
応
に
問
題
が
な

い
こ
と
を
は
じ
め
、
今
後
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
回
線
速
度
を

速
め
る
計
画
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
仮
に
別
の
事
業
者
に
切
り

替
え
た
場
合
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
方
に
加
入
手
続
や
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
変
更
と
い
っ
た
ご

負
担
が
生
じ
る
こ
と
や
、
サ
ー

ビ
ス
の
停
止
が
長
期
化
す
る
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
何
よ

り
も
切
り
替
え
る
際
の
設
備
投

資
と
し
て
、
本
市
に
多
額
の
財

政
負
担
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と

が
最
大
の
理
由
で
す
。

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

本
市
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
施
設
を
利
用
し
て
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

契
約
事
業
者
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
か
ら
平
成

18

20
年

度
ま
で
の
３
年
間
に
市
内
全
域

に
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
網
の

う
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
加
入
者
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
の
設
備
は
、

現
在
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

四
国
支
店

徳
島
営
業
所
」
を
契

約
事
業
者
と
し
て
、
有
料
で
貸

し
付
け
て
お
り
、
希
望
さ
れ
る

ご
家
庭
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。こ

の
賃
貸
借
に
関
す
る
契
約

に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
長

期
的
か
つ
安
定
的
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
契
約

事
業
者
の
権
利
を
保
護
す
る
た

め
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
」

を
締
結
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
20
年
20

10
月
１
日
か
ら
、

少
な
く
と
も
10
年
間
は
、
関
係

当
事
者
の
合
意
が
な
け
れ
ば
、

一
方
的
に
当
該
契
約
を
破
棄
し
、

あ
る
い
は
、
終
了
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
の
期
間
が
、

本
年
９
月
末
日
を
も
っ
て
、
10

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
会
員
各

位
か
ら
の
応
募
結
果
に
よ
り
、

「
一
般
社
団
法
人

美
馬
観
光

ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
に
決
定
し
、
こ

の
名
称
の
法
人
登
記
は
、
２
月

８
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

設
立
さ
れ
た
「
美
馬
観
光

ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
は
、
旅
行
商
品

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
、
観
光
に
係

る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
宣
伝
・
運
営
な
ど
を

主
な
業
務
と
し
て
お
り
、
い
わ

ゆ
る
「
儲
か
る
観
光
」
を
実
現

す
る
た
め
に
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
頂
け
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

道
の
駅
「
み
ま
の
里
」
に
つ
い

て
道
の
駅
「
み
ま
の
里
」
整
備

事
業
は
、「
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
」
を
は
じ
め
、「
産
直
施

設
」、「
飲
食
施
設
」
な
ど
、
い

ず
れ
の
施
設
も
本
年
３
月
の
完

成
に
向
け
て
、
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
こ
れ
ら
の
建
物
の
建
築

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
約
84
パ
ー
セ
ン
ト
と
、

い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
排
水
施
設
、
舗
装
、

付
帯
工
事
な
ど
の
外
構
工
事
も
、

本
年
４
月
中
の
完
成
を
め
ざ
し

て
お
り
、
１
日
も
早
く
「
み
ま

の
里
」
が
オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も
、
鋭
意
、
事
業

な
お
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
を
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
内
に
移
す
こ
と
に
伴
い
、

集
会
室
な
ど
の
貸
出
し
に
つ
い

て
は
、
本
年
５
月
末
を
以
て
終

了
し
ま
す
。

「
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議

会
」
の
設
立
に
つ
い
て

認
知
症
の
方
々
を
含
め
、
高

齢
者
等
を
中
心
に
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
が
増
加
し
、
年
々
、
悪
質

化
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

「
消
費
者
安
全
法
」
に
規
定
さ
れ

る
「
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協

議
会
」
の
設
立
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
設
立
す
る
協
議
会
で

は
、
福
祉
部
局
、
警
察
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
の
高
齢
者
等

と
の
関
わ
り
を
持
つ
様
々
な
機

関
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
消
費

者
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
情

報
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
通
じ
、
高
齢
者
等
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動
の

強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
美
馬
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｃ
」
に
つ
い
て

美
馬
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
名
称
に

つ
い
て
は
、
美
馬
市
観
光
協
会

「
第
３
期
障
が
い
者
基
本
計
画
」、

「
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
」、

そ
し
て
、
新
規
の
「
第
１
期
障

が
い
児
福
祉
計
画
」
の
３
つ
の

計
画
を
策
定
し
、
今
後
、
取
り

組
む
べ
き
各
種
施
策
を
決
定
し

ま
し
た
。

な
お
、
平
成
30
年
度
に
は
、

「
障
が
い
者
差
別
解
消
対
策
事

業
」
と
し
て
、
来
庁
さ
れ
た
障

が
い
者
と
の
意
思
疎
通
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
や
対
話
支
援
ソ
フ
ト
な
ど
の

支
援
機
器
を
本
市
の
担
当
課
の

窓
口
に
設
置
す
る
ほ
か
、「
障

が
い
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協

議
会
」
を
設
置
し
、
研
修
会
や

講
演
会
の
開
催
、
周
知
用
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
配
布
な
ど

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
脇
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て

脇
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
伴
い
、
そ
の
周

辺
の
公
共
施
設
を
再
編
、
集
約

し
、
将
来
的
な
経
費
削
減
、
施

設
管
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め

に
、
耐
震
補
強
と
大
規
模
改
修

事
業
を
実
施
し
ま
す
が
、
こ
の

事
業
に
係
る
設
計
業
務
を
発
注

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

未
来
を
創
る
「
快
適
で
便
利
・
活

力
が
み
な
ぎ
り
、
交
流
が
う
ま

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

未
来
を
守
る
「
安
全
・
安
心

で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
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我

が

家

の

ア

イ

ド

ル

レ

ポ

ー

ト

図
書
館
だ
よ
り

１
点
目
は
、
本
市
の
観
光
実
績

目
標
の
実
現
で
あ
り
、
本
市
へ
の

観
光
入
込
客
数
や
観
光
消
費
額

の
拡
大
で
す
。
２
点
目
は
、
民
間

事
業
者
活
力
向
上
へ
の
貢
献
で

あ
り
、
地
元
の
観
光
関
連
事
業
者

間
で
の
合
意
形
成
、
一
体
感
に
よ

り
地
域
全
体
の
観
光
関
連
産
業

の
盛
り
上
げ
を
図
る
と
と
も
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
で
す
。

３
点
目
は
、
自
主
事
業
基
盤
の
安

定
化
で
あ
り
、
引
き
継
い
だ
事
業

な
ど
を
民
間
的
な
手
法
を
も
っ

て
付
加
価
値
を
高
め
、
収
益
性
を

意
識
し
た
営
業
活
動
に
よ
る
健

全
な
事
業
基
盤
の
確
立
で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

「
美
馬
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
が
地

域
と
一
体
と
な
り
、
観
光
産
業
を

中
心
と
し
た
地
域
社
会
、
ま
た
地

域
経
済
へ
の
貢
献
が
図
れ
る
よ

う
、
支
援
を
行
い
、
本
市
が
目
指

す
「
儲
か
る
観
光
」
の
実
現
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
質

問
）

◎
西
部
健
康
防
災
公
園
の
活
用
、

管
理
に
つ
い
て

▼
こ
れ
ま
で
の
状
況
と
今
後
に

つ
い
て

（
答

弁
）
藤
田
市
長

西
部
健
康
防
災
公
園
は
、
健
康

と
防
災
の
両
面
か
ら
利
用
で
き

る
「
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
な
公
園
」
を

基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
健

康
の
観
点
か
ら
は
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
仲
間
が
集
う
拠
点
と

し
て
健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
よ
る
賑
わ

創
生
の
実
現
」
な
ど
５
つ
の
基
本

方
針
を
柱
に
、
次
期
「
総
合
計
画
」

ま
で
の
間
に
重
点
的
に
取
り
組

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

そ
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

人
口
の
流
出
抑
制
と
流
入
促
進

を
目
的
と
し
て
、「
稼
げ
る
ま
ち

美
馬
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
、

「
人
の
流
れ
の
交
差
点

美
馬
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
２
つ
を
、
超

高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

「
健
康
寿
命
延
伸
の
ま
ち

美

馬
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
生
涯
活
躍

で
き
る
ま
ち

美
馬
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
及
び
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
３
つ
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
将
来
を
見
据
え
た
人

材
を
育
成
す
る
た
め
の
、供
一
歩

先
僑
を
行
く
教
育
・
保
育
環
境
の

充
実
と
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
大
規
模
地
震
や
豪
雨
災
害
等

へ
の
備
え
と
し
て
の
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
連
携
に
よ
る
「『
安

全
・
安
心
』
の
ま
ち

美
馬
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
２
つ
を
合
わ
せ
、

計
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

▼
美
馬
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
具
体
的

進
め
方
に
つ
い
て

（
答

弁
）
浅
野
戦
略
監

市
と
し
て
は
大
き
く
３
つ
の

方
向
性
を
示
し
て
、
美
馬
市
版
Ｄ

Ｍ
Ｃ
「
一
般
社
団
法
人
美
馬
観
光

ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
と
し
て
の
取
り
組

み
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
美
馬
市
議
会
定
例
会
が
、
２
月

30

21
日
か
ら
３
月

30

21

13
日
ま

で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
案
24
件
、

予
算
案
16
件
、
人
事
案
１
件
、
そ
の
他
案
件
７
件
、
ま
た
報
告
は
１
件
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
議
案
は
、
一
部
の
案
件
を
除
き
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
議
案
も
、
本
会
議
で
採
決
し
た
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
主
な
議
案

い
創
出
の
場
と
し
て
の
役
割
を

担
い
、
防
災
の
観
点
か
ら
は
、
西

部
圏
域
で
の
洪
水
や
土
砂
災
害

発
生
時
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
更

に
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
の
大
規
模
災
害
時
に
は
広
域

応
援
部
隊
の
集
結
や
、
支
援
物
資

を
集
積
・
配
送
す
る
な
ど
「
後
方

支
援
拠
点
」
と
し
て
活
用
さ
れ
、

県
下
全
域
を
対
象
と
し
た
広
域

防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
・
県
の
連
携
に
よ
り
、

防
災
拠
点
施
設
が
一
体
的
に
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
災

害
時
の
活
用
は
も
と
よ
り
、
平
常

時
に
お
い
て
も
健
康
増
進
や
防

災
啓
発
に
係
る
講
習
会
の
開
催

な
ど
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

本
市
と
三
好
市
の
「
両
公
園
」

を
一
体
的
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
る
利
用
促
進
と
、
県
が
設
置
す

る
「
西
部
防
災
館
」
の
本
館
、
物

資
集
積
施
設
の
活
用
で
、
市
民
の

健
康
増
進
と
地
域
防
災
力
の
向

上
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま

す
。

議
会
だ
よ
り

３
月

議
会
定
例
会

条
例
案
（
第
１
～
24
号
）

●
美
馬
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

ほ
か
23
件

予
算
案
（
第
25
～
25

39
号
）

●
平
成
29
年
度
美
馬
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

ほ
か
15
件

人
事
案
（
第
47
号
）

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

そ
の
他
（
第
40
～
40

46
号
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

ほ
か
６
件

追
加
提
案
（
第
48
号
）

●
平
成
29
年
度
美
馬
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

（
質

問
）

◎
美
来
創
生
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て

▼
主
な
施
策
や
具
体
的
取
り
組

み
に
つ
い
て

（
答

弁
）
加
美
副
市
長

美
来
創
生
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
現
「
総
合
計
画
」
の
「
将

来
像
」
や
「
基
本
理
念
」
を
生
か

し
つ
つ
、「
美
来
創
生
の
ま
ち

美
馬
市
～
一
歩
先
の
確
か
な
未

来
へ
～
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
や
、「
地
方
創
生
『
県
西
部

の
中
核
拠
点
』
と
し
て
の
美
馬
市

３
月
議
会
定
例
会
で
は
た
く
さ

ん
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
紙

面
の
都
合
上
全
部
を
掲
載
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

都
築

正
文

議
員

（
相
和
会
）

田
中

義
美

議
員

（
剣
の
会
）

代
表
質
問
（
質
問
順
）
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市
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所
信
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明

議
会
だ
よ
り

お

知

ら

せ

開

催

行

事

情
報
ボ
ッ
ク
ス

我

が

家

の

ア

イ

ド

ル

レ

ポ

ー

ト

図
書
館
だ
よ
り

（
質

問
）

◎
地
方
創
生
に
つ
い
て

▼
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
前
半
の
評
価
や
、

後
半
の
進
め
方
に
つ
い
て

（
答

弁
）
藤
田
市
長

総
合
戦
略
に
は
４
つ
の
基
本

目
標
を
設
定
し
、
基
本
目
標
①
の

「
本
市
に
し
ご
と
を
つ
く
り
、
雇

用
の
創
出
や
所
得
の
増
加
を
実

現
す
る
」
で
は
、
大
塚
製
薬
㈱
の

工
場
立
地
に
向
け
た
周
辺
環
境

整
備
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

促
進
、
市
内
企
業
の
生
産
基
盤
拡

大
に
向
け
た
工
場
等
の
用
地
造

成
な
ど
、
雇
用
の
創
出
や
拡
大
に

結
び
付
く
環
境
が
出
来
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
成

果
を
地
域
経
済
の
好
循
環
に
つ

な
げ
る
た
め
、
本
年
度
作
成
し
た

産
業
連
関
表
を
活
用
し
、「
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
作
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

基
本
目
標
②
の
「
本
市
に
新
し

い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」
で
は
、

進
学
、
就
職
、
結
婚
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
転
出
抑
制
策
や
、
各
種

移
住
・
定
住
促
進
策
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
平
成
32
年
度
ま

の
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ
た
取
組
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

（
質

問
）

◎
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
つ
い

て▼
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

（
答

弁
）
武
田
水
道
部
長

市
の
人
口
は
今
後
10
年
間
で
、

約
15
％
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ

て
お
り
、
給
水
人
口
は
約
２
万
４

千
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
そ
れ

に
伴
い
料
金
収
入
も
減
少
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
経
営
戦
略
」
は
、
公
営
企
業
が

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
事
業

を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
中
長

期
的
な
経
営
の
基
本
計
画
で
あ

り
、
今
後
、
持
続
的
な
水
道
事
業

の
達
成
に
向
け
た
主
要
施
策
と

し
て
、
事
業
運
営
に
係
る
コ
ス
ト

の
削
減
を
図
る
た
め
に
、
財
政
計

画
、
投
資
計
画
な
ど
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

計
画
期
間
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
平
成
39
年
度
ま
で
の

39

10
年
間

で
、
毎
年
度
、
適
切
な
進
捗
管
理

を
行
い
、
３
～
５
年
ご
と
を
目
安

に
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
事
業
活
動
に
お
け
る

生
産
管
理
や
品
質
管
理
な
ど
、
管

理
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
手
法

の
一
つ
で
あ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
り
、「
経
営
戦
略
」
の
事

後
検
証
、
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
経
営
の
効
率
化
に
努
め
、
水

道
事
業
の
健
全
経
営
を
目
指
し

ま
す
。

計
画
」
を
策
定
し
、
基
本
的
な
方

針
を
定
め
、
各
施
設
の
現
状
や
将

来
の
更
新
費
用
の
推
計
な
ど
の

見
通
し
を
は
じ
め
、
管
理
に
関
す

る
基
本
方
針
に
つ
い
て
も
「
現
状

維
持
」、「
統
廃
合
」、「
機
能
転

換
」、「
解
体
撤
去
」
な
ど
の
方
向

性
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て

い
ま
す
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
に
応
じ

見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
見
直
し
の
際

に
は
本
市
の
財
政
面
を
十
分
に

考
慮
し
、
可
能
な
限
り
次
世
代
に

負
担
を
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
美
馬
地
区
の
廃
校
し
た

各
小
学
校
区
の
「
跡
地
利
用
協
議

会
」
で
は
、
廃
校
と
な
っ
た
施
設

の
利
活
用
は
も
と
よ
り
、
地
域
運

営
組
織
の
育
成
の
両
面
か
ら
取

組
み
、
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
お

り
、
地
域
活
動
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
本
市
の

他
の
地
域
で
も
実
施
さ
れ
る
こ

と
は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
上

で
重
要
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
状
況
に
よ
り
、
課
題
、
ま
た

そ
の
解
決
へ
の
取
組
は
異
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
美
馬
地
区
で
行
わ
れ
て

い
る
地
域
運
営
組
織
の
育
成
を

参
考
と
し
て
、
関
係
機
関
と
の
連

携
や
集
落
支
援
員
に
よ
る
意
見

（
質

問
）

◎
大
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

▼
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
施

策
に
つ
い
て

（
答

弁
）
中
川
企
画
総
務
部
長

大
災
害
時
に
は
、
市
役
所
だ
け

の
防
災
対
策
で
は
十
分
に
対
応

す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
平
成
７
年

に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
」
で
は
、
が
れ
き
の
中
な
ど
か

ら
救
出
さ
れ
た
の
は
、
家
族
や
隣

近
所
の
住
民
に
よ
る
救
助
が
８

割
を
超
え
、
救
助
隊
等
に
よ
る
救

出
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
も
、
本
市
で
は
合
併

以
降
、
地
域
の
防
災
力
で
あ
る

「
自
主
防
災
組
織
」
の
結
成
を
推

進
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
き

ま
し
た
。

停
電
時
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
被
災
し
た
場
合
を
想
定
し
た

市
民
自
ら
の
対
策
、
地
域
で
の
対

策
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
や
市

主
催
の
地
域
防
災
訓
練
な
ど
で
、

防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

（
質

問
）

◎
公
共
施
設
再
編
整
備
の
進
め

方
に
つ
い
て

▼
再
編
整
備
に
よ
る
影
響
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は

（
答

弁
）
藤
田
市
長

公
共
施
設
等
に
つ
い
て
の
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を
進

め
る
た
め
、
平
成
28
年
３
月
に

「
美
馬
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

で
に
転
出
超
過
数
を
「
０
」
に
す

る
と
い
う
数
値
目
標
は
極
め
て

厳
し
く
、
平
成
28
年
度
の
実
績
は

１
１
０
人
の
転
出
超
過
と
な
っ

て
い
ま
す
。

基
本
目
標
③
の
「
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る
」
で
は
、
年
間
出
生
者

数
を
平
成
32
年
度
ま
で
に
２
０

０
人
に
す
る
と
い
う
目
標
に
対

し
、
平
成
28
年
度
は
１
６
１
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

基
本
目
標
④
の
「
時
代
に
合
っ

た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
く
ら

し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地

域
を
連
携
す
る
」
の
数
値
目
標
で

は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
完
成

や
廃
校
校
舎
を
活
用
し
た
「
小
さ

な
拠
点
」
の
形
成
を
は
じ
め
、
達

成
が
見
込
ま
れ
る
も
の
が
あ
る

一
方
、
高
齢
者
の
移
住
数
な
ど
、

達
成
が
困
難
と
見
込
ま
れ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

後
半
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

成
果
が
見
え
始
め
て
い
る
も
の

は
成
果
と
し
て
形
に
な
る
よ
う

に
取
り
組
み
、
成
果
が
見
え
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
因
を

分
析
し
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
し
て
、
計
画
の
残
り
の
２
年

間
、
私
を
含
め
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
地
域
の
将
来
に
危
機
感
を

も
ち
、
常
に
目
標
を
意
識
し
な
が

ら
、
施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
質

問
）

◎
英
語
教
育
に
つ
い
て

▼
現
在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

藤
野

克
彦

議
員

（
み
ま
創
明
会
）
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我
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ト
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よ
り
「
災
害
対
策
本
部
」
設
置
な

ど
に
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
特
に
市
民
へ
の
「
避
難
勧
告
」

に
つ
い
て
は
、
明
る
い
時
間
帯
に

安
全
に
避
難
で
き
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
発
令
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

積
雪
対
策
に
つ
い
て
は
、
大
雪

の
予
報
の
際
に
は
、
音
声
告
知
放

送
に
よ
る
注
意
喚
起
を
積
極
的

に
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
除
雪

作
業
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
等
か

ら
の
状
況
を
お
聞
き
し
建
設
事

業
者
等
へ
の
委
託
に
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

（
質

問
）

◎
吉
野
川
堤
防
等
に
つ
い
て

▼
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
答

弁
）
藤
田
市
長

吉
野
川
堤
防
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
が
今
後
10
年
の
う
ち

に
流
域
全
域
の
築
堤
事
業
に
着

手
す
る
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
こ
れ
を
絶
好
の
機

会
と
位
置
付
け
、
沼
田
箇
所
、
脇

町
第
３
箇
所
の
早
期
の
築
堤
完

了
に
向
け
た
要
望
活
動
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
中
鳥
川
、
土
井
谷
川
の
内
水

対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
す
。

進
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
質

問
）

◎
吉
野
川
堤
防
に
つ
い
て

▼
無
堤
防
地
区
解
消
に
向
け
た

取
組
、
内
水
処
理
対
策
に
つ
い
て

（
答

弁
）
奥
村
経
済
建
設
部
長

本
年
度
に
事
業
採
択
さ
れ
た

沼
田
箇
所
に
つ
い
て
は
、
地
元
か

ら
の
堤
防
整
備
の
強
い
要
望
を

受
け
、
国
に
対
し
て
築
堤
の
要
望

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
県
や
関

係
機
関
と
の
連
携
で
「
吉
野
川
上

流
大
規
模
氾
濫
に
関
す
る
減
災

対
策
会
議
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
沼
田
地

区
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
用
地

買
収
が
完
了
次
第
、
着
工
す
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
脇
町
第
３
箇
所
に
つ
い

て
は
、
地
元
の
意
見
を
聞
き
取
り

な
が
ら
早
期
に
着
工
し
て
も
ら

え
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

内
水
処
理
対
策
に
つ
い
て
、
城

の
谷
樋
門
に
は
処
理
能
力
毎
秒

２
ト
ン
の
排
水
ポ
ン
プ
２
基
の

設
置
に
よ
り
、
浸
水
被
害
が
軽
減

（
答

弁
）
光
山
教
育
長

本
市
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
及
び
外
国

語
活
動
支
援
講
師
を
、
市
内
の
小

学
校
８
校
及
び
中
学
校
７
校
に

派
遣
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

29
年
度
か
ら
「
外
国
語
教
育
指
導

監
」
が
通
年
で
全
小
中
学
校
を
訪

問
し
、
英
語
授
業
に
つ
い
て
の
指

導
・
助
言
を
行
う
な
ど
、
教
員
の

英
語
力
及
び
授
業
力
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
外
国
語
教
科

化
を
見
据
え
、
夏
期
休
業
日
等
を

利
用
し
た
小
学
校
教
員
の
外
国

語
活
動
研
修
会
や
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど

に
よ
る
市
教
委
研
修
を
実
施
、
本

市
と
鳴
門
教
育
大
学
小
学
校
英

語
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に

よ
る
、
学
校
教
育
に
お
け
る
英
語

力
向
上
や
指
導
者
育
成
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
平

成
30
年
度
か
ら
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
現

在
の
４
人
か
ら
７
人
に
増
員
し

市
内
全
中
学
校
へ
常
駐
配
置
す

る
こ
と
で
外
国
語
や
外
国
文
化

と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
英
語
教

育
及
び
国
際
教
育
を
推
進
し
ま

す
。
そ
し
て
、
本
市
な
ら
で
は
の

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
「
一

歩
先
を
行
く
０
歳
児
か
ら
中
学

校
卒
業
ま
で
の
英
語
教
育
の
実

現
」、「
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
教

育
環
境
整
備
と
地
域
社
会
・
国
際

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、「
美
馬

市
英
語
教
育
推
進
計
画
」
を
策
定

し
て
お
り
、
こ
の
計
画
を
基
に
、

よ
り
効
果
的
な
英
語
教
育
の
推

（
質

問
）

◎
平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
概

要
に
つ
い
て

▼
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

（
答

弁
）
中
川
企
画
総
務
部
長

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
は
、
総
額
１
９
４
億
１

千
２
０
０
万
円
で
、
２
年
連
続
の

対
前
年
度
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま

し
た
が
、「
総
合
計
画
」、「
総
合

戦
略
」
と
も
に
計
画
期
間
が
残
り

２
年
と
な
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、
取
り
組

み
の
深
化
が
求
め
ら
れ
る
年
度

で
も
あ
り
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、「
地
方
創

生
『
県
西
部
の
中
核
拠
点
』
と
し

て
の
美
馬
市
創
生
の
実
現
」
に
向

け
た
重
点
施
策
と
し
て
、
市
内
企

業
の
生
産
基
盤
拡
大
や
企
業
誘

致
を
通
じ
た
雇
用
の
創
出
・
拡
大

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
儲
か

る
」
観
光
地
域
づ
く
り
や
、「
子
育

て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
５
つ
の
基
本

方
針
に
基
づ
く
各
種
事
業
を
計

上
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
交
付
税

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
超

高
齢
社
会
へ
の
対
応
や
大
規
模

災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
当
面
す
る

課
題
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
経
費
に
つ
い
て

（
答

弁
）
中
川
企
画
総
務
部
長

管
理
運
営
経
費
は
、
市
民
ホ
ー

ル
を
含
む
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

と
共
用
部
分
の
管
理
運
営
経
費

さ
れ
て
い
ま
す
。
土
井
谷
川
の

河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、
平
成
31

年
度
以
降
に
工
事
着
手
す
る
と

県
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
中
鳥

川
樋
門
の
内
水
対
策
に
つ
い
て

も
、
県
に
要
望
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
質

問
）

◎
美
馬
町
小
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て

▼
現
在
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て

（
答

弁
）
山
田
市
民
環
境
部
長

各
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
は
、
こ
れ
ま
で
２
回
か
ら
７
回

開
催
さ
れ
、
各
施
設
の
当
面
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
共
通
の
意
見
と

し
て
は
、
災
害
時
の
避
難
所
機
能

の
強
化
、
民
間
企
業
の
誘
致
に
よ

る
雇
用
や
地
域
の
活
性
化
に
関

す
る
要
望
が
主
な
も
の
で
す
。

施
設
の
利
活
用
の
一
施
策
と

し
て
、
昨
年
10
月
に
、
地
元
雇
用

の
創
出
及
び
地
域
活
性
化
を
目

的
に
利
活
用
事
業
者
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
５
施
設
全
て
に
合
計

10
件
の
応
募
が
あ
り
、
６
件
の
事

業
者
を
選
定
し
ま
し
た
。

現
在
利
活
用
ス
ペ
ー
ス
の
割

振
り
や
選
定
し
た
企
業
や
団
体

の
事
業
展
開
が
、
早
期
実
施
で
き

る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
ま

す
。

（
質

問
）

◎
防
災
対
策
に
つ
い
て

▼
台
風
・
積
雪
対
策
の
状
況
に
つ

い
て

（
答

弁
）
中
川
企
画
総
務
部
長

台
風
接
近
の
際
に
は
、
早
期
の

初
動
体
制
で
、
関
連
情
報
収
集
に

川
西

仁

議
員

井
川

英
秋

議
員

一
般
質
問
（
質
問
順
）
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▼
基
本
理
念
と
主
な
計
画
は

（
答

弁
）
七
條
副
市
長

本
計
画
は
、
都
市
計
画
行
政
の

基
本
方
針
で
あ
り
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
形
づ
く
る
指
針
と
な

る
も
の
で
、
10
年
先
の
平
成

10

39
年

を
見
据
え
、
全
体
構
想
と
地
域
別

構
想
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
は
、

県
西
部
圏
域
の
中
核
都
市
と
し

て
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
、

歴
史
・
文
化
・
伝
統
、
生
活
様
式

を
守
り
将
来
へ
継
承
、
人
口
減

少
・
超
高
齢
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
対
応
し
た
質
の
高
い

都
市
空
間
の
形
成
、
災
害
や
犯
罪

へ
の
十
分
な
備
え
を
有
す
る
安

全
・
安
心
な
都
市
づ
く
り
な
ど
で
、

都
市
の
将
来
像
「
美
来
都
市
み
ま
、

誰
も
が
住
み
た
く
な
る
安
心
と

か
が
や
き
の
ま
ち
」
を
目
指
し
ま

す
。将

来
像
の
実
現
に
は
、
本
市
の

地
域
特
性
か
ら
、
市
街
地
の
利
便

性
と
効
率
性
の
向
上
を
図
る
だ

け
で
な
く
、
農
地
や
中
山
間
施
設

を
含
め
た
里
山
地
域
の
環
境
維

持
と
新
た
な
可
能
性
の
創
出
を

一
体
的
に
図
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
特
性
に
応
じ

て
必
要
な
機
能
が
集
約
さ
れ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
を
結
ぶ
道
路
・

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
、
市
街
地
と
里
山
地
域
が

融
合
し
た
、
集
約
型
都
市
構
造

「
グ
リ
ー
ン
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
」
の
創
造
を
目
指
す
構
想
と

ま
す
。

ま
た
、
計
画
の
策
定
過
程
に
お

い
て
、
地
域
の
課
題
を
認
識
し
、

施
策
に
反
映
し
て
い
く
た
め
に

は
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
中
堅
・
若

手
職
員
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
「
政
策
形
成
促

進
研
修
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
繋
が
る
と
の
確
信
の
も
と
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
政
策

立
案
能
力
の
向
上
を
図
り
、
職
員

自
ら
が
学
ぶ
組
織
と
な
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。同

時
に
、
人
材
確
保
に
つ
い
て

も
、
地
域
間
競
争
、
自
治
体
間
競

争
が
激
し
さ
を
増
す
中
で
、
山
積

す
る
課
題
、
新
た
な
課
題
に
的
確

に
対
応
し
、
柔
軟
か
つ
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
「
創
造
的
実

行
力
」
の
あ
る
職
員
が
確
保
で
き

る
よ
う
、
工
夫
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
質

問
）

◎
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
つ
い
て

し
て
い
ま
す
。

（
質

問
）

◎
市
の
交
通
綱
整
備
に
つ
い
て

▼
現
状
に
つ
い
て

（
答

弁
）
奥
村
経
済
建
設
部
長

市
道
は
現
在
２
，
０
１
５
路
線
、

総
延
長
１
，
２
５
４
ｋ
ｍ
、
舗
装

率
は
97
．
８
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
各
自
治
会
か
ら
市
道
の
改

良
や
舗
装
の
要
望
が
提
出
さ
れ

た
場
合
に
は
、
緊
急
度
や
重
要
度

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検

討
し
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
事
業
規
模
の
大
き
な
要

望
案
件
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ

け
国
等
の
補
助
事
業
の
対
象
と

な
る
よ
う
、
県
担
当
部
局
と
の
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

補
助
事
業
の
採
択
が
難
し
い
も

の
や
、
維
持
補
修
、
修
繕
工
事
等

小
規
模
な
も
の
は
市
単
独
予
算

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

（
質

問
）

◎
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

▼
農
産
物
の
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
（
紹

介
）
方
法
に
つ
い
て

（
答

弁
）
奥
村
経
済
建
設
部
長

県
の
認
証
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
し
い
た
け
、
ぶ

ど
う
、
八
朔
、
み
ま
か
ら
の
５
品

目
を
、「
美
馬
市
農
林
産
物
特
選

ブ
ラ
ン
ド
商
品
」
と
し
て
、
販
売

促
進
の
支
援
や
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て

い
ま
す
。
取
り
組
み
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
作
成
、
市
統
一
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

の
作
成
、
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
す
る
収
入
と
し
て
は
施
設
使

用
料
や
、
商
業
施
設
部
分
の
土

地
・
建
物
貸
付
料
、
光
熱
水
費
負

担
分
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
別
途
、
使
用
料
や
国
・

県
補
助
金
な
ど
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
小
規
模
保
育
所
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
開
始
や
充
実
に
伴
い
、
市
の
財

政
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
財
政
負
担
の
増

加
に
は
な
り
ま
す
が
、
建
設
事
業

の
抑
制
に
よ
る
公
債
費
の
削
減

や
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め

る
と
も
に
、「
中
期
財
政
計
画
・
財

政
見
通
し
」
の
改
訂
に
よ
り
、
計

画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
質

問
）

◎
次
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

▼
次
期
「
総
合
計
画
」
と
次
期

「
総
合
戦
略
」
の
関
係
に
つ
い
て

（
答

弁
）
藤
田
市
長

「
総
合
計
画
」
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
指
針
と
し
て
策
定

す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
総
合
戦
略
」
は
、「
人
口
減
少
問

題
の
『
処
方
箋
』」
と
な
る
も
の
で
、

策
定
の
趣
旨
や
目
的
は
異
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
両
計
画
は

計
画
期
間
が
同
じ
で
あ
り
、
関
係

す
る
施
策
の
多
く
が
重
複
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
次
期
「
総
合
計

画
」
の
策
定
作
業
と
連
携
さ
せ
、

効
率
的
・
効
果
的
な
策
定
に
努
め

販
売
会
へ
の
積
極
的
参
加
等
で

す
。ま

た
、
道
の
駅
「
み
ま
の
里
」
は
、

市
の
農
産
物
の
販
売
・
情
報
発
信

拠
点
と
し
て
、
市
内
で
収
穫
さ
れ

た
新
鮮
で
多
彩
な
農
産
物
や
、
地

域
の
素
材
を
使
っ
て
加
工
し
た

特
産
品
の
販
売
を
行
う
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

▼
観
光
面
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

（
答

弁
）
上
谷
未
来
創
生
局
長

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
観

光
Ｐ
Ｒ
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
動
画
配
信
や
、
多

言
語
表
記
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
西
部
２
市
２
町
で
構

成
さ
れ
て
い
る
「
に
し
阿
波
観
光

圏
」
に
お
き
ま
し
て
も
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
、
旅
行
商
品
の
造
成
な
ど

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
海
外
旅

行
会
社
と
の
旅
行
商
品
商
談
会

へ
参
加
す
る
な
ど
、
県
外
・
海
外

へ
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。市

と
し
て
の
情
報
発
信
に
つ

い
て
は
、
こ
の
度
設
立
す
る
「
一

般

社

団

法

人

美

馬

観

光

ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
と
連
携
し
、
一
元

的
な
情
報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

中
川

重
文

議
員
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平成29年９月から施設改修のため、営業休止させていただいておりましたが、平成30年４月20日（金）

から営業を再開致します。

皆様、リニューアルしたブルーヴィラあなぶきにお誘いあわせの上、ぜひお越しください。

【問い合わせ先】ブルーヴィラあなぶき緯５５-３７７７

将来にわたって地域が持続していくためには、その地域で生活をともにし、地域活動の担い手が
必要です。
そこで、地域力の維持・強化を図るために、市と連携して、廃校跡地利用及び地域運営組織の活
動支援を行う「集落支援員」を募集します。
■報 酬 月額170,000円（雇用保険、社会保険に加入）※美馬市非常勤特別職として任用します。
■任 期 平成30年５月１日から平成31年３月31日（予定）
■募集人数 ２人
■募集期限 平成30年４月20日（金）必着
■主な活動拠点 旧郡里小学校区、旧喜来小学校区周辺

※任用から一定期間は、美馬市役所での勤務になります。
詳しい募集条件等は、募集要項に記載しています。
募集要項は、市ホームページをご覧いただくか、ふるさと振興課に備え付けています。

特別室一般室区分

１６，２００７，５６０大人
平常時

１１，８８０５，４００小人

２７，０００１２，９６０大人
最大額

１８，９００９，０７２小人

宿泊料金（税込、１名様）

集落支援員を募集します

【問い合わせ先】ふるさと振興課緯５２-８００９

営業時間 午前９時～午後10時30分

入浴料金 600円

４月20日（金）（正午から）営業再開

70歳以上 500円
小人 300円
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美馬市地域交流センターの愛称 「ミライズ」に決定
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美馬市地域交流センターの愛称は、978件の応募をいただき、愛称選定委員会での事前選考及

び２回にわたる選定委員会での協議により、石田和美様（穴吹町）から応募いただいた「ミラ

イズ」に決定しました。

今後は、愛称に込められた想いを大切に多くの皆様から親しみをもって利用していただける

施設となるよう活用していきたいと思います。

●最優秀賞「ミライズ」 応募者：石田和美 様 （美馬市穴吹町）

～愛称の意味・想い～

新しくできた施設で描かれる「未来図」、それは美馬市特有の「美来図」であり、市民一人

ひとりが幸せになる意味を込めて「me:rise」（昇っていく、ミライズ）とした。

●優秀賞 「アルパ」 近藤純子 様

「パルシス」尾形雅江 様

「ミマイル」村上和実 様、辻岡菜々子 様、原優輝 様、松田侑佳 様

最優秀賞（愛称）及び、優秀賞は以上の皆様に決定しました。ご応募いただいた多くの皆様、

ありがとうございました。

美馬市地域交流センター 「内覧会」の実施について
次の日程で、市民の皆様を対象に施設の「内覧会」を実施いたします。希望される方は、ぜ

ひお越しください。

■実施日 ４月20日（金）、21日（土）、22日（日）の３日間
■時 間 午前10時～午後４時の間（３日間とも）
※内覧会当日は、上記の時間内であれば一部の施設を除き、ご自由にご覧いただけます。

※施設内のご案内や利用説明等については、対応できないことがありますので、ご了承くだ

さい。

【問い合わせ先】美馬市地域交流センター指定管理者 あなぶき・ＴＲＣグループ緯５３-１１０１

～開館記念式典を行います～
５月12日（土）、美馬市地域交流センター「ミライズ」のオープンを記念して、これまでに

ご協力いただいた方々をお招きし、落成式典を開催いたします

■日時 ５月12日（土） 午前10時 開会予定

■場所 美馬市地域交流センター「ミライズ」



脇町市民サービスセンターは

美馬市地域交流センター内へ移転します
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※地域交流センターの開設に伴い、脇町老人福祉センター各施設の貸出は、平成30年５月末日

をもって終了いたします。

長い間ご利用いただきありがとうございました。

脇町老人福祉センター各施設の貸出終了について

美馬地区消費生活センターは、５月11日（金）まで脇町老人福祉センター２Ｆで開所してい
ます。美馬市地域交流センター内（相談のハコ）に移転後は、相談時間と休業日が下記のよう
に変わりますので、ご確認ください。
業者とのトラブルに巻き込まれて困ったり、商品やサービスについて不安に思ったときは、
一人で悩まず速やかに美馬地区消費生活センターにご相談ください。
■相談時間 午前９時30分～午後４時
■休業日 土曜・祝日・年末年始

美馬地区消費生活センター

【問い合わせ先】美馬地区消費生活センター緯５３-１５４１

【問い合わせ先】脇町市民サービスセンター緯５２-５６００

脇町市民サービスセンターは、５月７日（月）から美馬市地域交流センター「ミライズ」内へ移

転します。移転後は、日曜日も窓口業務を行います。また、利用できる時間が次のように変わりま

すので、ご確認ください。

脇町市民サービスセンターの開所日時（５月７日以降）

５月７日
から

日曜日も利用ができるようになります

平日、日曜日開 所 日

午前９時30分～午後６時開 所 時 間

土曜日、祝日、年末年始（１２月２９日～翌年１月３日）閉 所 日

※日曜日が祝日の場合は、日曜日に開所し、翌日の振替休日を閉所します。

日曜日の窓口取扱業務

日曜日に取り扱う業務は、平日業務と一部異なり、下記のものに限られます。ご了承ください。

住民票の写しの発行（広域交付住民票を除く）住 民 票

印鑑登録証明書の発行（印鑑登録は行いません）印 鑑

戸籍謄・抄本の発行（除籍・改製原戸籍を除く）

戸 籍
戸籍の附票の発行（改製原戸籍の附票を除く）

身分証明書の発行

戸籍の届出受付および死亡届に伴う埋火葬許可証の発行

所得証明書、納税証明書、評価・公課証明書の発行税 証 明

市税、水道料金、介護保険料などの支払い
※後期高齢者医療保険料、保育料、公営住宅家賃、農業集落排水処理施設使用
料、公共下水道使用料の納付については、必ず納付書をご持参ください。

公金の収納

※市役所担当課での処理や他市町村への照会が必要となる業務は、対応できない場合があります。
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美馬市議会３月定例会で平成30年度の当初予算が可決されましたので、その概要をお知らせします。

平成30年度美馬市当初予算の概要

平成30年度一般会計当初予算の規模 総額194億1,200万円

自
主
財
源
の
う
ち
市
税
は
、
固
定
資
産
の
評
価
替
え
や
地
価
の
下

落
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
収
を
見
込
み
、
前
年
度
と
比
べ
０
・
９

％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
そ
の
他
の
う
ち
諸
収
入
に
つ

い
て
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
で
営
業
を
行
う
民
間
商
業
施
設
か

ら
の
電
気
等
使
用
料
や
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
の
増
を
見
込

み
、
前
年
度
か
ら
35
・
７
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

繰
入
金
を
加
え
た
自
主
財
源
の
合
計
は
、
歳
入
総
額
の
27
・
７
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

依
存
財
源
で
は
、
歳
入
総
額
の
37
・
１
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
、
合
併
算
定
替
え
加
算
の
減
額
を
見
込
み
、
前
年
度
と
比

べ
６
・
５
％
減
と
な
る
72
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
庫

支
出
金
に
つ
い
て
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
係
る
国
庫
補

助
金
な
ど
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
22
・
１
％
減
少
す
る
一
方
、

市
債
に
つ
い
て
は
、
穴
吹
地
区
認
定
こ
ど
も
園
建
設
事
業
債
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
15
・
７
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

▲

歳
入
（
グ
ラ
フ
①
）

歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
と
扶
助
費
、
公
債
費
を
合
わ

せ
た
義
務
的
経
費
は
95
億
２
，
５
５
７
万
円
で
、
歳
出
総
額
の

95

49
・

１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
内
訳
を
み
る
と
、
職
員
数
の
減
に
よ
り
人

件
費
が
、
穴
吹
庁
舎
増
築
・
改
修
事
業
債
の
元
利
償
還
金
の
減
に
よ

り
公
債
費
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
す
る
一
方
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の

増
な
ど
に
よ
り
扶
助
費
が
増
加
し
た
た
め
、
全
体
と
し
て
前
年
度
か

ら
３
・
５
％
の
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
公
債
費
の
う
ち
穴
吹
庁
舎
増
築
・
改
修
事
業
債
に
つ
い
て

は
、
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
終
了
ま
で
の
間
に
償
還
（
返
済
）

を
完
了
さ
せ
る
た
め
、
通
常
20
年
の
償
還
期
間
を
「
４
年
」
と
非
常

に
短
期
間
に
設
定
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
で
償
還
が
完
了
し
ま
す
。

投
資
的
経
費
の
う
ち
普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
は
終
了
し
た
も
の
の
、
穴
吹
地
区
認
定
こ
ど
も

園
建
設
事
業
の
本
格
化
に
よ
り
、
補
助
事
業
・
単
独
事
業
合
わ
せ
て
、

前
年
度
か
ら
０
・
４
％
増
の
26
億
８
３
３
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
は
、
穴
吹
井
口
地
区
農
業
用
取
水
施

▲

歳
出
（
グ
ラ
フ
②
）
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※平成30年３月１日現在の人口
（29,901人）で計算しています。

設
（
土
場
の
立
堰
）
の
復
旧
工
事
費
を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
較
し
て
９
，
０
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
料
や
光
熱
水
費
等
を
計
上
し
た
こ
と
、
穴
吹
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
各
共
同
調
理
場
の
給
食
用
備
品
等
更
新
経
費

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
６
・
７
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
補
助
費
等
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

美
馬
の
焼
却
処
理
設
備
更
新
の
た
め
美
馬
環
境
整
備
組
合
負
担
金

が
増
加
し
た
も
の
の
、
消
防
庁
舎
建
設
工
事
の
完
了
に
伴
い
美
馬
西

部
消
防
組
合
負
担
金
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら

５
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

市民一人当たりの予算は？（目的別で多い５項目）

福祉・医療に 【民生費】

238,746円（71億3,874万円）

行政の運営に 【総務費】

74,426円（22億2,542万円）

平成30年度特別会計・企業会計当初予算

比 較前 年 度本 年 度会 計 名

▲0億0,064万7千円338万5千円273万8千円住宅新築資金等貸付事業特別会計

▲8億2,769万1千円42億8,684万4千円34億5,915万3千円事 業 勘 定
国民健康保険特別会計

▲0億0,627万7千円1億3,128万2千円1億2,500万5千円直 診 勘 定

▲0億0,521万2千円4億4,403万5千円4億3,882万3千円後期高齢者医療特別会計

▲0億2,488万3千円36億4,393万4千円36億1,905万1千円保 険 事 業 勘 定
介護保険特別会計

476万9千円5,829万9千円6,306万8千円サービス事業勘定

▲0億2,770万5千円2億1,135万8千円1億8,365万3千円公共下水道事業特別会計

▲0億0,612万8千円1億8,016万7千円1億7,403万9千円農業集落排水事業特別会計

247万3千円556万4千円803万7千円一の森ヒュッテ事業特別会計

▲0億1,040万2千円7,016万1千円5,975万9千円簡易水道事業特別会計

61万1千円845万円906万1千円小水力発電事業特別会計

▲0,9億109万2千円90億4,347万9千円81億4,238万7千円計

特別会計

教育やスポーツに 【教育費】

48,526円（14億5,097万円）
借入金の返済に 【公債費】

98,685円（29億5,079万円）

道路等インフラ整備に【土木費】

51,261円（15億3,275万円）

比 較前 年 度本 年 度会 計 名

▲0億3,216万4千円7億2,188万1千円6億8,971万7千円収 益 的 支 出
水道事業会計

2,554万9千円3億8,055万9千円4億610万8千円資 本 的 支 出

1,503万9千円6,881万6千円8,385万5千円収 益 的 支 出
工業用水道事業会計

▲0億0億1,900万円1,900万円0円資 本 的 支 出

▲0億1,057万6千円11億9,025万6千円11億7,968万円計

企業会計
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「美来創生のまち美馬市～一歩先の確かな未来へ～」

～５つのまちづくり基本方針に基づく主な施策～

１ 地方創生「県西部の中核拠点」としての美馬市創生の実現

＜しごとの創出＞

新工場等用地造成事業 1,313万円

新コールセンター誘致推進事業 3,506万円

新「儲かる」観光地づくり事業 3,000万円

美馬市版ＤＭＣとして本年２月８日に設立された「美馬観光ビューロー」

が実施する観光コンテンツの開発やプロモーション活動を支援。

＜新しい「ひと」の流れの創出＞

煙移住定住促進事業 4,356万円

新婚世帯家賃補助やＵＩＪターン促進奨学金返還支援などの助成事業を継続。

煙「美馬で働く」ガイドブック作成事業 250万円

＜子育て世代に選ばれる支援策＞

新子育て支援センター事業（地域交流センター） 1,552万円

新脇町小規模保育所事業（地域交流センター） 4,076万円

民間事業者による特色ある保育として英語保育を実施。

煙市産米給食推進事業 685万円

▲コールセンター業務の様子
（穴吹農改センター内）

▲英語保育のイメージ

２ 未来へはばたく「市民の個性と能力が発揮できるまちづくり」

新英語検定受験料助成事業 90万円
市内中学校３年生に対して英語検定３級の受験料を助成。

煙ＡＬＴ（外国語指導助手）招致事業 3,002万円
煙外国語活動支援事業 1,080万円 煙就学前児童専門教育事業 240万円

３ 未来を支える「いきいきと健やかに暮らせるまちづくり」
煙健康増進事業 2,990万円
各種検診事業について、内容を充実（胃がん検診において胃内視鏡検査（50歳以上）を追加実施、歯周
病検診の対象者拡充や自己負担金500円を無料化）。

４ 未来を守る「安全・安心で環境にやさしいまちづくり」

新穴吹川ゴミ放置対策事業 46万円
穴吹ふれあい広場においてゴミ袋を販売し、市指定の集積場所で回収する社会実験を実施。

新小学校窓ガラス安全対策事業 760万円 新救助工作車購入事業 10,993万円
煙住宅耐震支援関係事業 3,414万円 煙消防団装備品購入事業 836万円

５ 未来を創る「快適で便利・活力がみなぎり交流がうまれるまちづくり」

新地域交流センター事業 1億5,383万円
管理運営事業 1億4,083万円
オープニング事業 800万円
グランドピアノ購入事業 500万円

新道の駅「みまの里」事業 1,110万円
管理運営事業 960万円
オープニング事業 150万円

▲道の駅「みまの里」
（イメージ）

▲地域交流センター
市民ホール（イメージ）



設置は義務です！ 住宅用火災警報器
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「まさか！」の火事、住宅用火災警報器で助かる命があります。
平成29年６月１日現在、全国の設置率81.7％、徳島県の設置率77.4％（全国34位）、美馬市の設置率88％と
なっています。火事は決して他人事ではなく、どこの家庭にでも起こりうることです。万が一の時でも、住宅用火
災警報器があればいち早く火災を知らせてくれます。

まだ取り付けていない住宅は速やかに取り付けましょう。

どこに取り付けたらいいの？
取り付けが義務付けられている所
寝室（煙式）・階段（煙式）
取り付けをおすすめする所
台所（煙式または熱式）・居室（煙式）

警報が鳴ったら？
火災の時
○大きな声で知らせましょう。
○避難しましょう。
○１１９番通報しましょう。可能なら初期消火をしましょう。
火災ではないとき
○火災ではないのに火災警報器が鳴る場合があります。警報停止ボ
タンを押すか、ひき紐を引いて警報を止めましょう。

電池切れの時
○電池切れにより警報が鳴ったら電池を新しいものに交換してください。
火災警報器本体の交換時期
○交換の時期がくると鳴って知らせる機種もあります。警報停止ボタンを押し、本体を交換してください。警
報器本体の交換は、おおむね10年を目安にしてください。
○１カ月に１回は、火災警報器のお手入れと定期点検をしましょう。

ご注意ください！
○くん煙式殺虫剤などを使用すると、警報が鳴ることがあります。警報器をビニール袋で覆うなどしてくださ
い。終了後は必ず元の状態に戻してください。
○悪質な訪問販売に注意してください。

【問い合わせ先】消防本部予防課緯５２-３０６１

３月より、年金請求や諸変更等の各種手続きが基礎年金番号だけでなくマイナンバーでも行うことができます。

国民年金に加入されている方、受給している方へ
マイナンバーでも年金の手続きができます

今後、住民票の氏名、住所等の変更があった際は、その情報をもとに、年金記録の氏名・住所等の情報を更新し
ますので、手続きの必要がありません。
氏名変更を行った方に関しては、日本年金機構より「氏名変更のお知らせ」を送付します。年金を受給している
方は年金を受け取っている口座名義の変更を早めに行ってください。新しい氏名の年金証書との交換はお知らせ

軸 雫宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍
に同封している「年金証書引換届」を阿波半田年金事務所へ提出してください。
【留意事項】
日本年金機構でマイナンバーが未登録となっている方や、海外居住でマイナンバーをお持ちでない方は、引き続
き住所、氏名の変更届の提出が必要です。
遺族年金の受給権者の方は、氏名変更の理由が「婚姻」または「養子縁組」※の場合は「遺族年金失権届」を、
それ以外の理由の場合は、「遺族年金受給権者氏名変更届」を阿波半田年金事務所へ提出してください。
（※）直系血族または直系姻族の養子となった場合は除きます。

【問い合わせ先】阿波半田年金事務所緯０８８３-６２-５３５０ ねんきんダイヤル緯０５７０-０５-１１６５

住所、氏名変更届の提出が原則不要です

マイナンバーにより各種手続きを行う場合は、日本年金機構において、マイナンバー法による本人確認を行
う必要があります。そのため、①マイナンバーが正しい番号であることの確認（番号確認）と、②マイナン
バーを提出する者がマイナンバーの正しい持ち主であることの確認（本人確認）を以下の書類等で確認させ
ていただきます。
①番号確認書類（マイナンバーカード、通知カードなど）
②本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証など）



65歳以上の方へ 介護保険料が見直されました
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【後期高齢者医療制度】保険料率改定のお知らせ

均等割額の
軽減割合

世帯の所得額の合計

９割
33万円以下で、世帯内の被保険者全員の所得が
ない（年金収入80万円以下）

８.５割33万円以下

５割33万円＋（27万５千円×被保険者数）以下

２割33万円＋（50万円×被保険者数）以下

保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成30年度及び平成31年度の保険料率（被保険者
均等割額・所得割率）が決定しました。また、制度の見直しや政令改正により、保険料の上限額や被保険者
均等割額・所得割額の軽減を改定しています。
被保険者一人ひとりに納めていただく保険料は、公費や現役世代の支援金とともに大切な財源となります。

【問い合わせ先】徳島県後期高齢者医療広域連合事業課緯０８８-６７７-３６６６
保険健康課緯５２-５６０１

●保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。
保険料 ＝ 被保険者均等割額 ５２,９１３円 ＋｛（総所得金額等－３３万円）×所得割率 10.34％｝
平成30年度から保険料の年額の上限は57万円から62万円になります。

●保険料の軽減…所得の低い方及び被用者保険（国保・国保組合以外の健康保険)の被扶養者であった方は、
平成30年度は次のとおり保険料が軽減されます。

５２,９１３円（被保険者全員が等しく負担）
愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇
空 偶

被保険者均等割額

10.34％（被保険者が所得に応じて負担）
愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇
空 偶

所得割率

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、
均等割額が世帯単位で軽減されます。
【軽減対象の拡充】下表「世帯の所得額の合計」欄中
軽減割合５割について 27万円→27万５千円
軽減割合２割について 49万円→50万円

被保険者均等割額の軽減
後期高齢者医療制度加入の前日まで、被用者保険
（国保・国保組合以外の健康保険）の被扶養者となっ
ていた方が対象となります。
ただし、所得の低い方に対する均等割額の軽減にも
該当する方については、いずれか大きい方の額が軽
減されます。
【均等割額の軽減割合】 ７割軽減→５割軽減

被用者保険の被扶養者
であった場合の軽減

所得割額均等割額

負担なし５割軽減

被保険者の基礎控除（33万円）後の総所得金額等に
応じて、所得割額が軽減されていましたが、制度の
見直しにより平成30年度から廃止されます。
【所得割額の軽減割合】 ２割軽減→軽減なし

所得割額の軽減廃止

介護保険料は、３年ごとに見直しが行われます。

制度改正により65歳以上の方の総給付に対する

負担率が上昇したこと（22％→23％）、要介護（要

支援）認定者の増加にともない介護サービスの利用

が増加し、介護保険給付も増加が見込まれることか

ら、介護保険料を引き上げることになりました。

公費による軽減強化
第１段階の方は別枠の公費投入により負担額の

軽減が強化されています。

納付方法が特別徴収になっている方は、前半（４・

６・８月）に天引きされる保険料は、前年の所得が

確定していないため、前年度の最終月（２月）と同

額が仮に差し引かれます。そして、後半（10・12・

２月）で一年間の差額調整を行うため（右図参照）、

この度の保険料改定による金額調整も後半（10・12・

２月）で行われることになります。

※納付方法が普通徴収（納付書で納付）の方は、前

年の所得が確定した後で、保険料改定を反映して

４期に分けて納めるようになります。

月額対 象 者所得段階

2,655円生活保護を受けている方、老齢福祉年金の受給
者で世帯全員が市町村民税非課税の方

第１段階

4,425円世帯全員が市町村民税非課税で本人は年金収入
等が80万円超120万円以下の方第２段階

4,425円世帯全員が市町村民税非課税で本人は年金収入
等が120万円超の方第３段階

5,310円世帯に市町村民税の課税者がいるが、本人は市
町村民税非課税で年金収入等が80万円以下の方第４段階

5,900円世帯に市町村民税の課税者がいるが、本人は市
町村民税非課税で年金収入等が80万円超の方

第５段階
（基準）

7,080円本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が
120万円未満の方

第６段階

7,670円本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が
120万円以上200万円未満の方第７段階

8,850円本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が
200万円以上300万円未満の方第８段階

10,030円本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が
300万円以上の方第９段階

新保険料段階（平成30年度～32年度）

【問い合わせ先】長寿・障がい福祉課緯５２-５６０５



国民健康保険で異動がある場合は手続きが必要です。
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異動に関する手続きには次の書類を必ず持参してください。

①異動する方全員と手続きに来る方のマイナンバーカード（通知カードでも可）

②手続きに来る方の印鑑（認め印も可）

③手続きに来る方の本人確認ができるもの（注１）

代理の方が手続きされる場合は委任状が必要です。
（注１）

○顔写真付きは１点でも可……マイナンバーカード、運転免許証、パスポート、身体障害者手帳など

○顔写真なしは２点必要 ……健康保険証、介護保険証、年金手帳、児童扶養手当証書など

◇その他の手続きで必要なもの

引っ越しした方の保険証①②③ ＋
美馬市内で引っ越しを
したとき

氏名を変更した方の保険証①②③ ＋氏名を変更したとき

世帯全員の保険証①②③ ＋
世帯主が変更になった
とき

修学した本人の保険証、学生証（または、在学証明
書）、転出先の住民票の写し

①②③ ＋
修学のために子どもが
他の市町村に引っ越し
たとき

◇資格喪失で必要なもの

転出する方の保険証①②③ ＋転出するとき

保険組合などから発行された新しい保険証、
美馬市の保険証

①②③ ＋
会社などの健康保険に
入るとき（扶養家族に
なるとき）

死亡した方の保険証、①②③ ＋
死亡したとき

ただし、世帯主が死亡した場合は、世帯全員の保険証

◇資格取得で必要なもの

特定疾病療養受療証を転入前に発行されていた場
合はその受療証

①②③ ＋転入したとき

①②③出生したとき

健康保険等資格喪失証明書、特定疾病療養受療証を
発行されていた場合はその受療証

①②③ ＋

会社などの健康保険を
脱退するとき（仕事を
辞めた、被扶養者でな
くなったとき）

【問い合わせ先】保険健康課緯５２-５６０１
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平成30年度 子宮頸がん・乳がん検診のお知らせ
子宮頸がん・乳がん検診は平成28年度に受診された方には、事前に「がん検診票」を送付します。

２年に１回の隔年受診ですので平成29年度に受診された方以外は受診対象になりますので、保険健康課ま

でお申し込みください。なお、集団検診での乳がん検診は時間指定になりますので必ずお申し込みください。

■子宮頸がん検診

○対象 20歳以上(平成31年３月31日現在）の女性 ○負担金 集団検診800円、医療機関1,200円

受付時間場 所検診日
12：45～13：30美馬市役所北館１階穴吹町５月20日（日）

集
団
検
診

09：30～10：00口山基幹集落センター穴吹町
６月７日（木）

13：30～14：00美馬福祉センター美馬町
08：30～09：30木屋平複合施設

木屋平６月13日（水）
10：00～11：00谷口公民館
12：45～13：30美馬市役所北館１階穴吹町６月30日（土）

各医療機関に
確認してください

指定の医療機関
４月１日～

平成31年３月31日

医
療
機
関

検

診

○受診方法 ①医療機関で受けられる場合は、検診票が届いたら希望する県内の指定医療機関に直接電話等で申し込

みをしてください。

②子宮頸がん検診票を必ず持参して受診してください。

③検診当日は検診票、検診料、健康保険証を持って受診してください。

④ＨＰＶーＤＮＡ検査を希望される場合は各医療機関に検診料等をご確認ください。

※ＨＰＶーＤＮＡ検査・・・子宮頸がんウイルス（一部）の感染の有無の検査です。

電話番号所 在 地医療機関名

０８８３-５２-２００２美馬市脇町字西赤谷204番地西 条 産 婦 人 科

０８８３-５２-１０９５美馬市脇町大字猪尻字八幡神社下南130番地3ホ ウ エ ツ 病 院

０８８３-６４-３１４５美馬郡つるぎ町半田字中薮234-1つるぎ町立半田病院

０８８３-２６-２２２２吉野川市鴨島町知恵島字西知恵島120吉野川医療センター

■乳がん検診

○対象 40歳以上（平成31年３月31日現在）の女性 ○負担金 集団検診1,000円、医療機関1,500円

受付時間場 所検診日
09：00～10：30

美馬市保健センター穴吹町５月17日（木）

集
団
検
診

13：30～15：00
09：00～10：30美馬文化会館

美馬町５月22日（火）
13：30～15：00美馬福祉センター
09：00～10：30

美馬市地域交流センター（予定）脇 町６月５日（火）
13：30～15：00
09：30～10：00口山基幹集落センター穴吹町

６月７日（木）
13：30～15：00おちあい荘脇 町
08：30～09：30木屋平複合施設

木屋平６月13日（水）
10：00～11：00谷口公民館
09：00～10：30

うだつアリーナ脇 町６月14日（木）
13：30～15：00
09：00～10：30

美馬市保健センター穴吹町６月16日（土）
13：30～15：00

各医療機関に
確認してください

指定の医療機関
４月１日～

平成31年３月31日

医
療
機
関

検

診

○受診方法 ①医療機関で受けられる場合は、検診票が届いたら希望する県内の指定医療機関に直接電話等で申し込

みをしてください。

②乳がん検診票を必ず持参して受診してください。

③検診当日は検診票、検診料、健康保険証を持って受診してください。

電話番号所 在 地医療機関名

０８８３-５２-１０９５美馬市脇町大字猪尻字八幡神社下南130番地3ホ ウ エ ツ 病 院

０８８３-５２-１２５８美馬市脇町字拝原2576番地成 田 病 院

０８８３-２６-２２２２吉野川市鴨島町知恵島字西知恵島120吉野川医療センター

※表記以外の医療機関を希望される場合は、保険健康課までお問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ先】保険健康課（保健事業担当）緯５２-５６１１
木屋平総合支所総務福祉課 緯６８-２１１２
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軽自動車税・固定資産税の減免申請
軽自動車税・固定資産税の減免申請の手続きは、毎年必要です。申請する方は忘れずに申請してくださ

い。それぞれの申請については次のとおりです。

■軽自動車税 ※普通自動車、二輪車も含め減免できるのは1人1台のみです！（構造、公益減免は除く。）

【問い合わせ先】税務課（軽自動車税担当）緯５２-５６０３
税務課（固定資産税担当）緯５２-５６０２

■本人確認について

軽自動車税・固定資産税の減免申請には、納税義務者の個人番号が必要です。個人番号カード（顔写真あ

り）又は個人番号通知カード（顔写真なし）と運転免許証等本人確認できるもの（顔写真なしの証明書の場

合は公的機関の発行のものが２種類必要）を持参してください。代理人の場合も個人番号カード等本人確認

できるものが必要です。なお同居していない代理人の場合は委任状が必要です。

＜減免の対象となる車両＞ ＜減免の対象となる障がいの範囲＞

戦傷病者手帳身体障害者手帳
障害区分

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳

手

帳

の

種

類

款 症項 症級 別

4321特別4'321視覚障害

4321特別32聴覚障害

4321特別3平衡機能障害

21特別3
音声機能障害

※咽頭摘出の場合に限る

321特別21上肢不自由

321654321特別654321下肢不自由

321654321特別5321体幹不自由

21上肢乳児期以前の非進
行性脳病変による
運動機能障害 654321移動

321特別31心臓機能障害

321特別31腎臓機能障害

321特別31呼吸器機能障害

321特別31ぼうこう又は直腸機能障害

321特別31小腸機能障害

321免疫機能障害

321肝臓機能障害

障害の程度Ａ療育手帳

障害等級１級
精神障害者

保健福祉手帳

①心身等に減免の対象となる

障がいのある本人が所有す

る軽自動車等

②心身等に減免の対象となる

障がいのある方の家族が所

有する軽自動車等

※18歳未満、療育手帳該当者、

精神障害者の方

③身体障がい者の利用のため

に構造が変更された軽自動

車

④社会福祉法人等が所有し、そ

の事業の用に供する軽自動

車

＜提出書類＞

軽自動車税減免申請書（各窓口にあります）・身体障害者等各種手帳・運転免許証・自動車検査証・納

税通知書

※ 内は障がい者本人の運転に限り減免できる。
※視覚障害4'は、両眼の視力の和が0.09以上0.12以下の者
※重複障害の場合は、障害区分ごとに判定します。

申請期限は５月３１日（木）まで

※納税通知書が届いてから、各提出書類と印鑑を

ご持参の上、税務課又は各庁舎窓口までお越し

ください。

■固定資産税

＜減免の対象となる固定資産＞ ＜提出書類＞

①生活困窮によって公的扶助を受けている人が所有する固定資産

②公益のために直接専用する固定資産（有料で使用するものを除く）

③災害や天候不順により著しく価格を減じた固定資産

固定資産税減免申請書

（各窓口にあります）

納税通知書
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産地交付金

平成30年度

経営所得安定対策等事業の
受付が始まります！

■水田活用の直接支払交付金

水田で対象作物を生産する販売農家・集落営農への助成

○交付対象者 実需者との販売契約等に基づき、対象作物を生産する販売農家・集落営農

○助成内容

戦略作物助成

交付単価（10aあたり）対象作物

３５，０００円麦・大豆・飼料作物

８０，０００円ＷＣＳ用稲

２０，０００円加工用米

収量に応じ、５５，０００円～１０５，０００円飼料用米

※産地交付金の助成内容については、現在、徳島県が農林水産省と協議中であり、今後変更される
軸 雫宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍

ことがあります。また、交付単価は上限金額であり、単価調整の可能性があります。
軸 雫宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍

■畑作物の直接支払交付金

水田・畑で対象作物を生産する認定農業者・集落営農・認定新規就農者への助成

○交付対象者 水田・畑で対象作物を生産する認定農業者、集落営農、認定新規就農者

○交付単価（最低価格） 数量払：小麦(4,820円/60kg)、大豆(8,570円/60kg)、そば(15,360円/45kg)等

※農産物検査を受検し、一定以上の格付けがなされたものが対象です。

■受付日程

※印鑑をお持ちください。

11,000円／10a（上限）二毛作助成（主食用米（備蓄米含む）と戦略作物、又は戦略作物同士の組合せ）

13,000円／10a（上限）耕畜連携助成（飼料用米のわら利用、資源循環の取組等）

そのほか、地域の実情に応じて水田で生産する麦・大豆等の戦略作物の生産性向上等の取組、
地域振興作物の生産の取組などを支援します。

受付時間会 場日程（閉庁日を除く）対象農家

午前9時～

午後4時

市役所北館4階 農林課4月16日（月）～5月11日（金）脇地区

美馬町市民サービスセンター5月14日（月）～5月18日（金）美馬地区

市役所北館4階農林課5月21日（月）～6月01日（金）穴吹地区

木屋平総合支所経済建設課4月16日（月）～6月01日（金）木屋平地区

農家の皆
さまへ

【問い合わせ先】農林課 緯５２-５６０９
中国四国農政局徳島県拠点緯０８８-６２２-６１３１
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「ぐるっと剣山登山バス」運行再開
登山シーズンの到来とともに、剣山登山バス「穴吹・木屋平ルート」を運行します。
平成30年度は、中尾山高原を経由するルートが復活。平成荘やキャンプ場、グラススキー場への
アクセスが容易になりました。車窓からは剣山山系の四季折々を眺めながら、時には樹木の陰に隠
れる野生動物に出くわすこともあり、飽きのこないバス旅を満喫いただけます。「しばらく登山し
ていない」という方、初級者にも比較的登りやすいとされる剣山に、ぜひバスを利用して訪れてみ
てください。

※気象警報または道路の通行規制が発表された場合は、運休いたします。

穴吹駅前～滝の宮間 1,440円

滝の宮 ～見の越間 1,020円
運賃（片道） 計 2,460円

市では、これまで「市役所庁舎」、「脇町市民サービスセンター」、「美馬町市民サービスセンター」

及び「木屋平総合支所」の４施設で、閉庁日（土曜日・日曜日・祝日等）における日直業務を行っ

てきましたが、このうちの「脇町市民サービスセンター」と「木屋平総合支所」の２施設の日直業

務は、５月６日（日）をもって廃止します。

なお、５月12日（土）以降につきましては、「市役所庁舎」と「美馬町市民サービスセンター」

の２施設では、従来どおりの日直業務を行います。

このたびの日直体制の変更は、「行財政改革指針」の実施計画に基づく事務事業の見直しにより、

業務の効率化を図るために実施しますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。

・市役所

・美馬町市民サービスセンター

・脇町市民サービスセンター

・木屋平総合支所

・市役所

・美馬町市民サービスセンター

【問い合わせ先】総務課緯５２-１２１２

運 行 期 間 春季 ４月21日～ ５月６日 夏季 ７月14日～ ８月31日

秋季 １０月13日 ～11月４日

時 刻 表
滝の宮

9：34着／9：50発
（乗り換え）

滝の宮
15：10着／15：19発
（乗り換え）

見の越
14：15発

穴吹駅前
16：33着

穴吹駅前
08：20発

見の越
10：45着

日直体制の変更について

５月６日（日）までの日直 ５月12日（土）以降の日直

※地域交流センター内に移転する「脇町市民サービスセンター」では、平日以外に日曜日も

午前９時30分から午後６時までの間、一部の窓口業務（詳しくは、13ページ上段に記載

しています。）を行います。
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平成30年度狂犬病予防集合注射

狂犬病は人・犬ともに発症すると、ほぼ100％死に至る恐ろしい病気です。そのため、狂犬病予防法で

は飼い犬に生涯１回の登録と、年１回の狂犬病予防注射の接種が義務づけられています。美馬市では動

物病院で予防注射が受けられるほか、獣医師が市内を回る集合注射も実施しています。今年度の集合注

射のご利用にあたっては日程表をご確認ください。

木屋平地区

時 間場 所

8:50～08:55樫原市道入口

9:05～09:10樫原集会所

9:30～09:35三ツ木集会所

9:40～09:45二戸線入口

9:50～09:55桑柄橋

10:05～10:10今丸下線入口

時 間場 所

10:15～10:20南張市道入口

10:35～10:45大北集会所

11:05～11:10川上集会所

11:20～11:30太合集会所

11:35～11:40滝の宮神社下

11:50～11:55弓道ウッドピア入口

時 間場 所

13:10～13:20谷口公民館

13:30～13:40森遠神社下

13:50～13:54弓道市道入口

13:55～14:00八幡バス乗り場

14:05～14:15堂久保集会所

14:20～14:45旧木屋平総合支所前

５月８日（火） ※５月29日（火）補正日

美馬地区 （一部脇町を含む）

４月16日（月）

時 間場 所班

9:10～09:25旧美馬第二保育所

１

9:35～09:45西荒川・天津賀佐彦神社

9:55～10:05荒川排水機場横

10:15～10:25東原・逢坂和宏様宅横

10:35～10:50旧重清東小学校前

11:00～11:10東原・都築車体横

11:20～11:40突出集会所前

13:00～13:10猿坂・長江三木夫様宅横

13:20～13:30太陽マーケット前

13:40～13:50藤宇・逢坂商店前

14:00～14:10藤宇・西岡盛旺様宅横

14:20～14:30中村部落会館

9:10～09:30西村公会堂

２

9:35～09:45西村教育集会所

10:05～10:15中上集会所

10:20～10:30竹ノ内・加藤商店横

10:40～10:55城集会所

11:05～11:15マルナカ美馬店南集会所

11:20～11:35谷口・久米川商店前

13:00～13:20中西会館

13:30～13:40露口・藤田稔様宅

13:45～14:00露口集会所

14:05～14:15ナロヲ集会所

14:20～14:30宗ノ分集会所

14:35～14:50沼田・農協倉庫

４月18日（水）

時 間場 所班

9:10～09:20喜来・曽我部鮮魚店

１

9:25～09:35天神・ヒデ美容室

9:45～09:55剣山石油前

10:00～10:15土ヶ久保・若宮神社

10:20～10:30土ヶ久保老人ルーム

10:35～10:50中山路北・吉本正司様宅

10:55～11:15美馬市民グランド

11:20～11:40東宗重中島･宮本様宅前

13:00～13:10東宗重大師庵東防火水そう横

13:15～13:35玉振神社

13:45～14:00旧郡里小学校

14:10～14:20駅西・土井米穀店前

14:30～14:45中山路西集会所

9:10～09:25坊僧・佐藤悦子様宅

２

9:35～09:45小長谷・曽我部様宅前

9:50～10:05芝坂東・福島惠子様宅前

10:10～10:30旧芝坂小学校

10:35～10:55岡・天神宮

11:05～11:15蕨草集会所

11:25～11:35切久保・オートワーク芝

11:45～11:55切久保・細川健一様宅裏

13:20～13:30丈寄・西岡重政様宅

13:40～13:50平帽子県境南の三差路

14:00～14:10上久保･先川祐吉様宅裏

14:20～14:30昭和・藤本昭文様宅

５月21日（月）

時 間場 所班

9:10～09:25土ヶ久保老人ルーム

１

9:30～09:40駅西・土井米穀店前

9:50～10:00玉振神社

10:10～10:20坊僧・佐藤悦子様宅横

10:30～10:40蕨草集会所

10:50～11:00芝坂東集会所

11:10～11:20旧芝坂小学校

11:35～11:50中山路西集会所

13:00～13:15旧郡里小学校

13:25～13:40宮東八幡神社

13:50～14:05妙見集会所

14:15～14:30旧喜来小学校

14:35～14:45美馬町市民サービスセンター

9:10～09:20西村公会堂

２

9:25～09:35西村教育集会所

9:40～09:50竹ノ内・加藤商店横

10:00～10:15中上集会所

10:25～10:45城集会所

10:55～11:10中西会館

11:20～11:30八幡・八幡神社

11:40～11:50露口集会所

13:00～13:10宗ノ分集会所

13:20～13:30旧美馬第二保育所

13:40～13:55東荒川集会所

14:05～14:20美馬福祉センター

14:30～14:40突出集会所前

○平成30年３月１日までに飼い犬の登録がお済みの方には案内はがきをお送りしていますので、当日は案

内はがきを持参してください。飼い犬の登録がお済みでない方は、集合場所で登録をしてください。

○予防注射料金は3,000円、犬の登録手数料は3,000円です。

○生後90日以内の犬については注射を受けることはできませんので、90日経過後、動物病院

での注射を行ってください。

○集合場所以外での接種はできません。

○集合場所では飼い犬の首輪が抜けないようにしっかりと締め、かみつく恐れのある犬には

口輪を着けてください。

集合注射を受けるにあたって
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４月20日（金）

時 間場 所班

9:00～09:25春日・三宅歯科医院横

１

9:30～09:45拝原東団地北側

9:50～10:05共進・金刀比羅神社

10:10～10:30棚田集会所

10:35～10:55江原中学校

11:05～11:15貞安集会所

11:25～11:35赤谷集会所

11:45～12:00落合診療所

13:10～13:25曽江生活改善センター

13:35～13:45曽江・ボン美容室横

13:50～14:05ＪＡ美馬営農センター

14:10～14:20江原南小学校体育館東

14:25～14:45拝中集会所

9:00～09:15西部総合県民局美馬庁舎

２

9:20～09:30山路天王下公会堂

9:35～09:45ＪＡ美馬本所

9:55～10:20北庄・西野商店前

10:30～10:45北庄団地入口

10:55～11:10土井集会所

11:20～11:40西上野集会所

13:00～13:15町民プール跡地

13:20～13:30猪尻公民館

13:35～13:55
地域交流センター駐車場
北側（磯田看板店横）

14:00～14:10道の駅横観光駐車場

14:20～14:30脇人神社

14:35～14:50うだつアリーナ駐車場

４月23日（月）

時 間場 所班

9:20～09:30古屋敷・三笠実様宅前

１

9:35～09:45古屋敷集会所

9:50～10:00旧江原東小学校前道路脇

10:05～10:15金川・七杜神社

10:25～10:35椚野集会所

10:50～11:00宮井・丸山公郎様宅前

11:10～11:25夏子休憩所

11:35～11:45清水駐在所

13:00～13:10大川バス停

13:50～14:05東城山団地

14:10～14:20脇町体育館跡

14:25～14:40新町・ひかり荘

8:50～09:05田上橋南の三差路横広場

２

9:10～09:20脇町若宮神社

9:30～10:00馬木集会所南集積所横の広場

10:05～10:15上の原集会所

10:20～10:35ＪＡ美馬岩倉支所前

10:40～10:55助松集会所

11:05～11:20別所宇山ストア横

11:30～11:40岩倉小学校北

11:45～11:55別所・川西運輸駐車場

13:00～13:15木ノ内住民センター跡

13:25～13:45井口集会所

13:50～14:05小星集会所

14:15～14:25野村東・原強様宅前

14:30～14:55川原町集会所

５月23日（水）

時 間場 所班

9:00～09:15曽江谷橋西詰

１

9:25～09:40高速バス利用者駐車場

9:50～10:05新田・ライスセンター

10:15～10:30赤谷・ぶどう選果場

10:40～10:55曽江生活改善センター

11:05～11:15大木原集会所

11:25～11:40パナソニック北側交差点

13:00～13:10土井集会所

13:20～13:30古作・小原様宅前

13:40～13:50上野八幡神社

14:00～14:10脇町保育所駐車場

14:20～14:30道の駅横観光駐車場

14:35～14:50猪尻農村公園

9:00～09:10脇町劇場駐車場

２

9:20～09:35助松集会所

9:40～09:55ＪＡ美馬岩倉支所前

10:00～10:10岩倉小学校北

10:15～10:25岩倉教育集会所

10:30～10:45木ノ内住民センター跡

10:50～11:05野村西・旧日通ペリカン便前

11:10～11:20小星・福永建設前

11:25～11:40小星公会堂

13:00～13:10上の原集会所

13:15～13:35馬木集会所南集積所横の広場

13:40～13:50旧豊田飼料前

14:00～14:15新町・若宮神社

14:25～14:35脇町体育館跡

14:45～15:00脇町市民サービスセンター

【問い合わせ先】
環境下水道課緯５２-８０２０
木屋平総合支所総務福祉課

緯６８-２１１２

穴吹地区
４月25日（水）

時 間場 所班

9:00～09:25小島駅前

１

9:30～09:45小島東分集会所

9:50～10:00神田・宮原踏切の所

10:05～10:20宮原・岸幸一様宅西の三差路

10:25～10:35アグリサポート美馬前

10:40～10:55谷西・三谷済様宅横

11:00～11:15岡本鮮魚店東駐車場

11:25～11:40十二所神社

13:00～13:20大柳神社

13:25～13:45三島会館

13:50～14:05舞中島集会所

14:10～14:30観音堂・堤ノブコ様宅前

14:35～14:45東舞・須藤眞由美様宅横

9:20～09:30大内集会所

２

9:45～10:00ライフケア田方

10:05～10:20白人神社

10:35～10:45首野集会所

11:00～11:10宮内西・緒方勝義様宅横

11:15～11:25宮内駐在所横

11:30～11:40知野・お堂

13:20～13:30梶山集会所

13:40～13:50調子野・三浦要市様宅横

14:10～14:25猿飼集会所

４月27日（金）

時 間場 所班

9:00～09:15丸山・橋の所

１

9:25～09:35中野宮・下浦商店横

9:45～09:55仕出原・尾下様宅横

10:05～10:20旧初草小学校

10:30～10:45土場・船井商店横（高架橋下）

10:50～11:00市場・土肥敏男様宅横

11:10～11:20中屋集会所横

11:30～11:40宝生寺前

13:00～13:10遠所・住友勝弘様宅前

13:20～13:30辻・八幡神社前

13:35～13:45穴吹橋モニュメント横の広場

13:55～14:05成戸・若宮神社

14:15～14:30穴吹庁舎北館前来庁者駐車場

9:20～09:30渕名・小泉靖雄様宅上

２

9:45～09:55仏成寺駐車場

10:05～10:25井上ボーリング資材置き場前

10:35～10:45奈良坂上・竹本商店前

10:50～11:00旧給食センター横

11:05～11:15スポーツセンター横

11:20～11:30旧宇山歯科駐車場横

11:35～11:45岩手・坂本電器横

13:00～13:10享保寺前集積所付近

13:20～13:30尾山・十二所神社北側

13:40～13:55東渓集会所

14:10～14:20大平台集会所

５月25日（金）

時 間場 所班

9:30～09:40旧半平小学校校門

１

9:55～10:05古宮生活改善センター

10:20～10:30白人神社

10:35～10:45知野・渡辺商店前

10:55～11:05旧初草小学校

11:10～11:20市場・土肥敏男様宅横

11:25～11:35辻・八幡神社前

11:40～11:50穴吹庁舎北館前来庁者駐車場

13:00～13:15小島駅

13:25～13:35大柳神社

13:40～13:55三島会館

14:00～14:10岡本鮮魚店東駐車場



我が家の耐震化をすすめよう！
市では、以下の対象となる住宅において、耐震診断等の支援を行っています。

①平成12年５月31日以前に着工された木造住宅（併用住宅、共同住宅、長屋、貸家も対象）

②構造は原則として木造で、在来軸組工法または伝工法及び枠組壁工法のもの

③階数が地上３階までのもの

④現在居住しているもの

申し込み期限：平成31年１月３１日（木）まで

■建物が地震に対してどの程度耐えられるかを総合的に判定し

ます。

【提出書類】

煙申込書（建設課及び各庁舎窓口に設置）

煙外観写真

煙住宅地図等の写し（住宅の所在地がわかるもの）

○募集戸数 50戸（先着順）

■どのような補強をすれば耐震性が向上するかを検討し、補強

方法及び概算工事費の提案を行います。

【提出書類】

煙申込書（建設課及び木屋平総合支所に提出）

※補助制度は、市が行う耐震診断で、倒壊する可能性が高いと評

価された住宅が対象となります。

【提出書類】

煙各制度の申込書（建設課及び木屋平総合支所に提出）

耐震診断

耐震補強計画支援

費用補助制度

※P28

▼耐震診断費用

自己負担 3,000円

※共同住宅等の自己負担は

6,000円となります。

▼耐震診断費用

自己負担 6,000円

※共同住宅等の自己負担は

12,000円となります。

※申し込み期限は各制度によって異なります。

対象
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緯５２-５６１２



住宅リフォームをお考えのみなさん

住宅リフォーム補助金制度はご存じですか？
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市では、リフォーム工事のみを行う市民の方に向けた補助金制度があります。住宅リフォームをお考

えの方は、是非ご利用ください。ただし、募集件数を上回る場合は、公開抽選を行い、補助金を受けら

れる方を決定します。補助金内容については、P28をご覧ください。

《申込資格》

煙老朽危険空き家の所有者や管理について権限を有する方

煙市内に本店、支店などの事業所がある建設業者もしくは解体

工事業者と、工事請負契約を締結すること

煙補助金交付から１年以内に、家族以外の者に譲渡又は譲与し

ないこと

煙跡地管理人を指定し、市に届け出るとともに、適正に管理す

ること

補助金額等については、

Ｐ28ページをご覧ください。

《申し込み方法》

事前審査申込書を建設課へ

提出

地震発生時に倒壊し、道路を閉塞する恐れのある老朽化した危険な空き家の除却を促進し、地域の防

災性向上を図るため、対象家屋の除却に要する費用について助成を行います。事前調査により、補助対

象者と判定された方が補助金申請を行うことができます。

平成30年度 美馬市老朽危険空き家除却支援事業 事前調査について

②公開抽選実施 ６月６日（水）予定 ※抽選会場への入場自由

③抽選結果通知発送 ６月13日（水）予定 ※はがきにて抽選結果をお知らせします

①往復はがきによる申し込み（受付期間：５月１日～６月１日 ※当日消印有効）

【記入必須事項】

（１）住所 （２）氏名（ふりがな）（３）電話番号 （４）施工予定業者の住所、名称及び電話番号

（５）施工予定の内容 （６）予定工事費（税抜き）

【送付先】 〒777-8577 美馬市穴吹町穴吹字九反地５ 美馬市役所 建設課住宅管理担当 宛

※申し込みは１世帯１通を厳守

《申込資格》

煙自ら所有し、現在居住している美馬市内の住宅（賃貸住宅は

除く）

煙施工業者が美馬市に本店または支店を有している

煙工事費（税抜き）が30万円以上

煙過去に美馬市住宅リフォーム補助金を受けていないこと

煙当リフォーム工事に対し、他の公的補助を受けてないこと

《対象工事例》

○屋根瓦の取替、外壁の補修

○畳の張り替え

○台所、風呂などの改良工事

○シロアリ防止などの床修理

など

【問い合わせ先】建設課



費用補助制度一覧

①木造住宅耐震改修費用の一部補助

【対 象】

①耐震診断の対象となる住宅

②高さ1.5メートル以上の家具の固定

③平成31年２月28日までに完了できる工事

申し込み期限：11月30日（金）

Ａ：補助金額 最高110万円

（耐震改修工事費の補助）

Ｂ：補助金額 最高60万円

（簡易な耐震改修＋

リフォーム工事費の補助）

募集戸数：各８戸（先着順）

②耐震シェルター設置費用の一部補助

【対 象】

①耐震診断の対象となる住宅

②高さ1.5メートル以上の家具の固定

③徳島県が認定した耐震シェルターを設置する

申し込み期限：11月30日（金）

補助金額：最高100万円

（シェルター設置工事の補助）

募集戸数：10戸（先着順）

③除却住替え費用の一部

【対 象】

①昭和56年５月31日以前に着工された住宅

②現在居住している住宅

③平成31年２月28日までに完了できる工事

申し込み期限：12月21日（金）

補助金額：最高30万円

（除却工事費の補助）

募集戸数：８戸（先着順）

※住宅を取り壊す除却費用を補助します。

④住宅リフォーム補助金

【対 象】

①現在居住している住宅

②平成31年２月28日までに完了できる工事

事前申し込み期限：6月1日（金）

補助金額：最高20万円

（税抜工事費の２割分）

募集戸数：65件（先着順）

⑤老朽危険空き家除却支援

【対 象】

①現在使用されておらず、今後も居住する見込みのない老朽住宅

②倒壊した際、避難などに支障をきたす恐れのあるもの

③「老朽危険空き家の判定基準」の評点が100点以上

④平成31年２月28日までに事業完了報告ができること

事前申し込み期限：5月31日（木）

補助金額：最高80万円

（補助対象経費の補助）

※家財道具、機械、車両等の処分

に要する費用は対象外

募集戸数：15件

（対象者多数は抽選）
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耐震化関連

その他 （事前申し込みが必要です）



美馬市家具固定推進事業をご利用ください
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《事業の概要》

１事業の内容
この事業の利用は、対象者の住宅について１回限りとし、家具転倒防止器具の購入代金について、

10,000円を上限として補助します。

※家具転倒防止器具の具体例

Ｌ字型金具、ベルト式・チェーン式・ストッパー式器具、つっぱり棒など

２対象者（より多くの方が利用できるよう要件を大幅に緩和しました!!）
美馬市に居住し、住民基本台帳に登録され、次の要件に該当する方が対象となります。

①65歳以上のみの世帯

②以下の条件に該当する方が属する世帯

煙身体障害者手帳１級または２級の交付を受けている方

煙介護保険法（平成９年法律第123号）に基づく要介護認定で要介護３以上を受けている方

煙精神障害者保健福祉手帳１級または２級の交付を受けている方

煙療育手帳Ａ判定またはＢ判定の交付を受けている方

煙特定疾患医療受給者証の交付を受けている方

③満18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある児童のみを養育するひとり親の世帯

④その他市長が特に必要と認める世帯

※ただし、その世帯に市税、介護保険料および各種使用料の滞納がある場合は対象外となります。

３申込方法
補助を希望される方は、補助金交付申請書を危機管理室まで提出してください。

補助金交付申請書は、危機管理室（穴吹庁舎）または各庁舎窓口に備え付けています。

４注意事項
器具を取り付けることで、地震が発生したときに家具類は転倒しにくくなりますが、すべての地震

に対して万全の効果が得られるとは限りません。地震の規模や家具の状況、家具類の配置によっては

効果が得られない場合があります。

なお、今回の器具取り付けに起因した損害には、市では一切保証できませんのでご了承ください。

【問い合わせ先】危機管理室 緯５２-１６７７



美馬市に定住し、県内で正規雇用として就職する（された）高校生等・卒業生を対象に、

「平成30年度自動車運転免許取得費助成金」の受付を開始します。要件等については、下

の表のとおりです。

県内に就職する（された）方については、制度の利用をご検討ください。

助成額（上限）就業地要件対象者

10万円県内（市外）
内定高校生等

20万円市内

10万円県内（市外）
就職※卒業生

（卒業後１年以内） 20万円市内

※試用期間が定められている方については、試用期間終了後から助成対象となります。

■対象となる自動車免許 普通免許及び準中型免許

詳細については、市ホームページをご覧いただくか、担当課までご連絡ください。

自動車運転免許取得費助成金の案内

【問い合わせ先】移住・定住促進課緯５２-８１２９

←美馬市 地元就職 検索
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「美馬市起業創業促進事業補助金」および
「美馬市移住創業促進事業補助金」申請者を募集

申込期間予定人数補助金額対象経費対象区分

５月２日（水）

まで
３人

補助対象経費の
２分の１
（上限50万円）

店舗などの借入
費や増改築費、
設備・備品の購入
費、広告宣伝費、
試作品開発費

平成30年4月1日か
ら平成31年3月31日
までに本市で新たに
創業（市内で店舗等
を設け創業する個
人・会社）する方

起業創業促進

事業補助金

５月２日（水）

まで
５人

補助対象経費の
３分の２
（上限100万円）

同上

上記の要件に加え、
補助金の申請日に本
市の住民基本台帳に
登録されていない方
または１年以内に市
外から本市に転入し
住民登録した方

移住創業促進

事業補助金

美馬市では、市内の産業の振興と活性化を図ることを目的に、創業予定者などを資金面で支援す

る「美馬市起業創業促進事業補助金」と「美馬市移住創業促進事業補助金」の申請者を募集します。

同補助金では、創業にかかる経費の一部を補助します。各補助金の条件や申込み方法など詳しく

は、市ホームページをご覧になるか、企業応援課にお問い合わせください。

【問い合わせ先】企業応援課（起業創業支援事業担当）緯５２-１２６３
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市内に定住する若者が高校・大学等の在学中に借り入れた奨学金の返還の一部について
支援する「平成30年度美馬市奨学金返還支援補助金」の受付を開始します。
奨学金の返還を開始された方については、制度の利用をご検討ください。
■補助額 年間返還金額の1/3（上限１０万円）
■補助期間 ５年間
■補助対象者 平成28年４月１日以降に奨学金の返還を開始した市内在住者

詳細については、市ホームページをご覧いただくか、担当課までご連絡ください。

奨学金返還支援補助金の案内

【問い合わせ先】移住・定住促進課緯５２-８１２９

←美馬市 奨学金 検索

結結婚新生活支援補助金の案結婚新生活支援補助金の案内内
市内にお住まいの若者の婚姻に伴う新生活を支援する「平成30年度美馬市結婚新生活支援補助
金」の受付を開始します。
対象となる新婚世帯については、制度の利用をご検討ください。
■補助額 上限30万円
■補助対象世帯 平成30年４月１日以降に婚姻

夫婦ともに婚姻日における年齢が34歳以下
世帯所得が340万円未満※

※奨学金の返還を行っている場合は、世帯所得から奨学金の返還分を控除します。
■補助対象経費（平成30年１月１日以降に支払った経費）

煙住宅の取得費用
煙住宅の賃貸借費用※（敷金、礼金、共益費、仲介手数料等）
煙引越費用
※民間賃貸住宅の家賃については、別途新婚世帯家賃補助金を活用してください。

詳細については、市ホームページをご覧いただくか、担当課までご連絡ください。

【問い合わせ先】移住・定住促進課緯５２-８１２９

←美馬市 結婚新生活 検索

市内の民間賃貸住宅にお住まいの新婚世帯の家賃の一部について支援する「平成30年度
美馬市新婚世帯家賃補助金」の受付を開始します。
対象となる新婚世帯については、制度の利用をご検討ください。
■補助額 上限２万円/月
■補助期間 ２年間
■補助対象世帯 平成29年４月１日以降に婚姻

平成28年４月１日以降に市内の民間賃貸住宅を契約

詳細については、市ホームページをご覧いただくか担当課までご連絡ください。

新新婚世帯家賃補助金の案新婚世帯家賃補助金の案内内

【問い合わせ先】移住・定住促進課緯５２-８１２９

←美馬市 新婚 検索



婚婚活イベント実施団体を募集します婚活イベント実施団体を募集します！！

～みま “めぐりあい”婚活支援事業の案内～
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出
会
い
を
希
望
す
る
独

身
男
女
を
応
援
す
る
た
め
、

独
身
男
女
の
縁
を
結
ぶ
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
す

る
団
体
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
額

上
限
１
５
０
万
円

※
申
請
団
体
が
２
団
体
以

上
と
な
っ
た
場
合
は
審

査
会
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
イ
ベ
ン
ト

複
数
回
の
開
催
に
よ
り
、

多
く
の
カ
ッ
プ
ル
の
成
立

を
目
的
と
し
た
婚
活
イ
ベ

ン
ト

■
補
助
対
象
団
体

市
内
に
事
務
所
又
は
店
舗

を
有
す
る
１
団
体

※
採
択
さ
れ
た
団
体
は
、

市
が
開
催
す
る
「
婚
活
イ

ベ
ン
ト
研
修
」
を
受
講
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

■
募
集
期
間

４
月
12
日
（
木
）
～

５
月
31
日
（
木
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
担
当
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

独
身
者
の
結
婚
促
進
と

定
住
促
進
を
目
的
と
し
て
、

独
身
男
女
の
縁
を
結
び
、

結
婚
、
定
住
ま
で
導
く

「
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

募
集
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
あ
な
た
も

独
身
男
女
の
縁
結
び
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
活
動
の
流
れ

①
独
身
男
女
か
ら
「
縁
結

び
」
の
申
し
込
み
を
受

け
る
。

②
市
が
開
催
す
る
縁
結
び

サ
ポ
ー
タ
ー
全
体
会
議

に
お
い
て
、
申
し
込
み

が
あ
っ
た
独
身
男
女
の

情
報
を
交
換
し
、
独
身

男
女
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

を
行
う
。

③
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
す
る

条
件
に
合
っ
た
相
手
を

紹
介
。

※
「
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
活
動
す
る
た
め

に
は
、
市
が
開
催
す
る

「
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
」
を
受
講
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
り

ま
す
。

■
報
奨
金
・
活
動
費

■
募
集
期
間

４
月
12
日
（
木
）
～

５
月
31
日
（
木
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
担
当
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ先】移住・定住促進課緯５２-８１２９

【問い合わせ先】移住・定住促進課緯５２-８１２９

縁縁結びサポーターを募集します縁結びサポーターを募集します！！

金額内容

５万円
（１人あたり）

縁結びサポーターのお世話に

より、独身男女が結婚・定住に

至った場合に支給。

報奨金

１万円
（年間）

市が開催する縁結びサポー

ター全体会議に３回以上出席さ

れた場合に支給。

活動費
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育児用品購入費の助成

子育てに要する経済的負担を軽減するため、美馬市内で購入した育児用品代金の一部を助成し

ます。

■助成申請できる方 購入時や申請時に、保護者と乳児が美馬市民であり、１歳未満児の保護者。

■対象商品 出生後に美馬市内で購入した育児用品（おむつ、粉ミルク、離乳食など）

■助成金額 乳児１人につき20,000円を上限（申請は１回のみ）

■申請期間 １歳を迎えるまでに申請してください

■申請に必要なもの

①申請書（市ホームページからもダウンロードできます）

②店舗名・日付・育児用品が確認できる領収書またはレシート

③申請者名義の振込口座預金通帳（郵送の場合はコピー添付）

④印鑑（シャチハタ印可）

■申請窓口 子どもすこやか課（郵送可）または各庁舎窓口

【問い合わせ先】子どもすこやか課緯５２-５６０６

市では、以下の子育て用品（レンタル品）を利用される方に、レンタル料金の一部を補助し、子育

て家庭の経済的負担軽減を図ります。子育て用品の使用期間は短いので、買うべきかお悩みの方はレ

ンタル品を活用してみてはいかがですか？（ご自身でレンタル会社からレンタルしてください。）

注）煙子育て用品の新品・中古購入時の補助金ではありません。
煙出生したお子さま１人につき、申請は各対象用品１回限りです。

１ 対象用品・補助金額

実際に利用した料金の２分の１と

本市の補助基準額を比較し、少ない

方の額を補助額とする。

２ 対象者

市に居住し、小学校就学前の児童

を養育している保護者または養育者

３ 申請できる場所

子どもすこやか課または各庁舎窓口

※なおレンタル終了後、１ヶ月以内に補助金の交付申請をしてください。

４ 申請時に必要なもの

煙申請書（市ホームページからもダウンロードできます） 煙レンタルした状況がわかる書類
煙交付申請者宛の領収書等 煙印鑑
煙対象となる児童の氏名、生年月日が確認できる保険証等

交付対象期間補助基準（月額）対象用品

１２か月１，０００円ベ ビ ー ベ ッ ト

２４か月１，０００円チャイルドシート

１２か月２，０００円ベ ビ ー カ ー

１２か月１，５００円ベビーラック・チェア

３か月５００円ベ ビ ー バ ス

子育て用品のレンタル料金の補助

【問い合わせ先】子どもすこやか課緯５２-５６０６



満１歳お誕生日記念品をプレゼント

市では、満１歳の誕生日祝いとして、市産材を使用した記念品をプレゼントします。

１ 記念品の内容（いずれか１つを選択。）
①木製記念プレート・じゃんけんプレート

②和傘

２ 交付対象者
煙２歳になる前のお子さまの保護者。

煙申請時にお子さま・保護者ともに美馬市民であること。

（申請は１回のみ）

３ 申請時に必要なもの
煙申請書（市ホームページからもダウンロードできます）

煙お子さまの写真または手形（木製記念プレートの場合のみ）

４ 申請できる窓口
子どもすこやか課（郵送可）または各庁舎窓口 ※写真はイメージ図です。

【問い合わせ先】子どもすこやか課緯５２-５６０６
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市では、地域子育て支援拠点事業の一つとして、保育所・認定こども園・幼稚園に入園していない
就学前児童と保護者の方を対象に、交流事業を認定こども園で行っています。

子育て中の皆さんも子どもたちと一緒に交流しませんか。参加をお待ちしています。
※国民の祝日および各認定こども園の休業日は開設していません。

なかよし広場・さくらんぼルームの参加者募集

※いずれの施設も、交流事業の希望者が定員を超えた場合は、後日、公開抽選を行います。
※地域子育て支援拠点事業は子育て交流事業のほかに、次の事業を行っていますので、ご利用くだ
さい。
煙子育て等に関する相談、援助の実施。 煙地域の子育て関連情報の提供。
煙地域の保育資源の情報提供、地域の保育資源との連携・協力体制の構築など。

【問い合わせ先】各認定こども園

○さくらんぼルーム 受付：４月16日（月）～18日（水）

定員対象年齢連絡先交流事業開催日時開催場所

50人
０歳（６ヶ月）～
４歳まで

５３-３０７０
毎週 月・水・金曜日
午前９時～正午
午後1時～午後３時

江原認定こども園
（脇町字拝原700番地１）

○なかよし広場 受付：４月16日（月）～18日（水）

定員対象年齢連絡先交流事業開催日時開催場所

50人
０歳（６ヶ月）～
４歳まで

６３-３０３０
毎週 月・水・金曜日
午前９時～正午
午後１時～午後３時

美馬認定こども園
（美馬町字中東原70番地１）
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美馬市第３子以降 オールフリー宣言事業

市では、平成28年度から認定こども園（保育所）、幼稚園、小学校、中学校、支援学校（小・中

等部）に在籍する第３子以降（第３子含む）の児童・生徒の教育費の一部を無料化することによっ

て、保護者の経済的負担を軽減し、安心して子育てができる環境づくりを推進しています。

１ 無料化の対象

無料化の対象となるためには次の要件全てを満たす必要があります。

なお、所得要件はありません。

（１） 対象児童・生徒及び保護者が、美馬市内に住所を有していること。

（２） 保護者によって３人以上扶養されている子どものうち、その出生の早い者から順に数えて

第３番目以降の児童・生徒が、市内外の学校等に在籍していること。

※保護者とは・・・・子どもと生計を同じくしている父母又は未成年後見人をいう。

２ 無料化の対象外

要保護に認定された方は、教育費相当額の給付を別途受けているため、無料化の対象にはなりま

せん。準要保護に認定された方は、学級費のみ無料化の対象となります。

３ ３人以上の子どもの数のカウント

保護者が扶養していない子どもは、数に含みません。例えば、子どもが婚姻している場合や就職

して自立し生計を別にしている場合、又は、児童養護施設に入所し、養育・保護されているとは認

められない場合などです。

※平成30年４月現在で第１子の方が、就職等により扶養から外れる場合は、次の子どもからカウン

トします。

４ 無料化の対象経費

①給食費

②副教材費（授業で使用する副読本）

③学級費（ＰＴＡ・保護者会費、視聴覚費、体育後援会費、図書費、保健費、衛生費など）

※市外の学校等に通っているお子さんについては、一旦学校等に①～③の費用を支払って頂き、

負担金請求書を市に提出頂いた後に、保護者の口座に負担金を振り込みます。

５ 申請に必要なもの

①第３子以降オールフリー宣言事業申請書兼負担金振込依頼書

②保護者およびお子さん全員分の健康保険証の写し

６ 申請について

申請されていない方は、子どもすこやか課にお問い合わせください。

※第３子以降オールフリー宣言事業は毎年申請が必要です。

【問い合わせ先】子どもすこやか課（子ども・子育て支援担当）緯５２-５６０６
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（平成30年４月１日現在）美馬市一般職員配置表

保険福祉部（南館２階） 部長 川口 種満 福祉事務所長 小野 洋介

国民健康保険・老人保健・後期高齢者医療・国民年金・健康づくり・健康診査・母子相談・予防接種等

保険健康課

緯５２-５６０１

緯５２-５６１１

花岡 三子山口 明大前田 龍昌前田実知代飯田久美子◎中川 洋二

藤井 美恵西村三千代大塚 優子長江 美紀友信 博美藤重 りさ

三原 梓佐藤 桃子（再）篠原 勝子松浦あゆみ宮浦 瑞恵安達 貴志

磯村 美樹上田仁日香石本いづみ

民生児童委員・保護司会・災害救助・生活保護等
生活福祉課

緯５２-５６０４
逢坂 和憲川田 静江藤澤 浩二柳井 百里大野 昭史●小野 洋介

山田 智紀佐古 敏之櫻間健太郎柏岡 秀也宮武 紫織

高齢者福祉・介護保険事業・在宅介護支援センター・障がい者福祉・重度心身障害者等医療等長寿・障がい福祉課

緯５２-５６０５、５２-５６１４

包括支援センター

緯５２-５６１３、５２-５６１５

内藤 紀彦田所 勉下村 映子佐藤 里美大垣 安代○吉本 宏紀

安永 智美藤島 真希香川 京子藤川喜代子逢坂 陽光宇山 修介

上家悠莉菜細川 知世前野 志歩

児童福祉・子育て支援・児童手当・みまっこ医療等
子どもすこやか課

緯５２-５６０６
上村理恵子中妻 可南原 健二福永 美穂佐藤真紀子○岸 育男

清水 真也幸平裕貴実

市民環境部（北館２階） 部長 中川 貴志 次長 岡 建樹（任期付職員）

ふるさと活性化・自治会連絡調整・デマンドバス・行政相談・音声告知放送・広報・地域情報ＮＷ運営等ふるさと振興課

緯５２-８００９ 小畠 一真鈴木 明良（再）緒方 利春櫻間 光雄山川 一美○和田 啓明

移住・定住促進・人口流出抑制・生涯活躍のまち構想・ふるさと納税移住・定住促進課

緯５２-８１２９ 野平 美樹井原 啓貴武田 和也井口 明典◎篠原 孝志

清掃美化・ごみ減量化・飼犬登録・狂犬病予防・電波障害対策・公共下水道・農業集落排水・合

併浄化槽等環境下水道課

緯５２-８０２０ 美馬 宏成近藤 美帆青山 憲司乾 裕宣藤澤 正道○伊内 公一

蔦 佑亮新居 一真

住民基本台帳・印鑑登録・埋火葬許可・戸籍・外国人登録・各種申請受付処理・人権啓発・住宅

新築資金・公会堂管理運営・男女共同参画等市民・人権課

緯５２-８００１ 原田 慶子武内 貴之荒岡 智子大塚 敏宏川原美恵子◎藤 淳子

安西 裕也（再）白川 祥司（再）北原久美子

二宮 時美葬斎場 緯５２-１３９３

西岡 美和○羨坂 順司文化会館 緯６３-４６４６

中倉 一美○脇 誠治三島会館 緯５３-６１２４

●理事 ◎次長 ○課長・室長 （再）再任用穴吹庁舎等
企画総務部（北館３階） 部長 吉田 貞伸

国際交流・情報公開・入札・契約・財産管理・電算システム構築・社会保障・税番号制度の総括等
総務課

緯５２-１２１２
松浦 英之荒岡 克司尾形 克人山下 隆義伊藤 裕章○藤本 卓志

真鍋 龍司（再）上谷 敏也（再）藤原 正人中田 久美富永 智前田 年彦

秘書・人事・給与・地方分権・陳情請願等
秘書課

緯５２-８００６
西木 照記宮田 莉沙豊井 彩子佐藤 優行大島 直子○渡邊 晴樹

石田 貴志中川 孝文塩田 友香大西 啓治

総合計画・統計・予算編成・財政計画及び調整等
企画政策課

緯５２-８００８
田上 達也新田 浩人藤原由美子濱原 友和仲 正敏◎吉田 正孝

佐々木 彩

市民税・国民健康保険税・固定資産税・軽自動車税等
税務課（北館２階）

緯５２-５６０２

緯５２-５６０３

大島 康作竹田 光司長江 賢林 暁美近藤 悦子○山田富久治

山際 敦美（再）山根 和美秦 靖彦中村佳代子黒田美保子鴻池 正彦

栗本 玲菜板東 章浩金見 翔太西岡 朋美大森 愛理宮田 峻

防災計画・国民保護計画・自主防災組織育成・災害対策本部・交通・防犯等危機管理室

緯５２-１６７７ 眞鍋 勇貴西村 裕則○藤本 仁司
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議会事務局（南館４階） 局長 住友 礼子

井手 和輝山口 慶子○見立 貞治緯５２-８００４

監査委員事務局（南館３階）

黒岩 明片山 高広○南 佳幸緯５２-８００７

選挙管理委員会事務局（南館３階）

黒岩 明片山 高広○南 佳幸緯５２-８００２

市役所の組織の名称が変わります 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

企 業 応 援 課→商 工 労 働 課

地 域 学 習 推 進 課→文 化 ・ ス ポ ー ツ 課

教育委員会事務局（南館３階） 副教育長 大泉 勝嗣 教育指導監 竹内 寛泰

教育行政の企画調整・教職員の人事管理・学校給食等
教育総務課

緯５２-８０１０
（再）眞鍋加奈子逢坂 香奈寄鑓 裕鉄野 美幸小倉 進○藤本 貴子

西岡 佑子原 康菜

社会教育・文化財保護・スポーツ振興等
地域学習推進課

緯５２-８０１１
花岡 正昭佐藤 靖子中川 栄治樫地 貴洋大森 秀樹◎西野 佳久

緒方 寛和拝郷 哲也小島 靖彦

農業委員会の会議・農地法に係る申請審査・農事相談等
緯５２-８０３０

喜多 賢治切上 明彦○大岩 通

農業委員会事務局（北館４階）

公金の出納及び保管・決算調製等
緯５２-８００３

村上 富美井口 勝美高尾 寿美○大垣 律子

会計課（北館２階） 会計管理者 平井 佳史

美来創生局（南館３階） 局長 前川 正弘

観光振興・観光イベント・観光施設管理等観光課

緯５２-５６１０ 石川 真帆宮武 航平（再）奥村 敏彦逢坂 肇二宮 正経○藤田 伸次

特命プロジェクト・複合施設等の整備・地域交流センターの管理運営等プロジェクト推進課

緯５２-８１４４ 幸平 健佑（再）四宮 明西岡健二郎三好 明美○西岡 英樹

経済建設部（北館４階） 部長 山田 一弘 次長 佐藤 充生（任期付職員）

商工業振興・労働行政・消費者行政・企業立地推進・創業支援・アクティブシニア雇用等企業応援課

緯５２-１２６３ 長岡 裕己藤本晋一郎中津 百恵金原 永茂◎住友 啓五

農業振興・土地改良事業・畜産業振興・中山間振興・生活改善・林業振興・林道整備・治山治

水・鳥獣保護等農林課

緯５２-５６０９ 谷西 健司井口 ひろ山口 俊尚緒方 健三前山 一宏○藤重 久

木下 剛暢朝倉 康平吉田 智彦藤田 剛史石井 祐史（再）武田 洋子

宅地開発指導・都市計画・道路河川占用・建設部所管事業の用地取得・地籍調査等
監理課

緯５２-５６０７
（再）中本 清二近藤 敦中津 圭二猪尾 浩章園木 一昌◎河野 功

野﨑 将平前田 一樹鍜治谷太一（再）篠原 豊

道路橋梁・排水路・交通安全施設及び防犯灯の新設、維持管理・市営住宅管理・住宅耐震化対

策・住宅リフォーム等
建設課

建設担当 緯５２-５６０８

住宅管理担当緯５２-５６１２
北岡 広一前田 哲也保手 誠重長 寿昭戸島 博己○大森 晃

篠原 唯史巽 康輔藤本 直亨（再）武田 光男
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消防庁舎
消防本部 消防長 武田 浩二 消防署長 根本 賢一

片岡 孝樹畑中 昌典田邊 諒奈良井光宏戸田 勇作○喜多 孝治
総務課

緯５２-３０６１
酒井 亨仁高田 英幸緒方 潤長谷 仁嗣葛籠 寛人柿原 克哉

遠藤 凌

真鍋 優佐藤 輝謙三宅 純也大谷 直哉石川 英樹○知野 昌寿

予防課 中川 達朗南後 尚幸奥村 隼北岡 拓也中妻 秀仁藤林 良樹

尾方 賢一藤田 悠輔

藤川 侑己工藤 正人西村 正照近藤 寛谷 和夫○西川 猛司
警防課

武岡 拓海中山 将仁熊井 誠小笠 真藤村 将嗣真鍋 克志

長谷 昌典梶谷 勇斗逢坂 真人棚上 寿和東條 広一◎根本 賢一
救急救助課

田邊 慶太藤川 修平緒方 亮介丸山 賢悟塩田 孝輔大舘 直樹

谷本 慎二田中 雄太戸島 大悟松本 大輔吉村 仁志○金崎 満男
通信指令課

北岡 和人佐竹 真國見 建太熊澤 大輔

水道庁舎
水道部 部長 小山 陽央

水道事業に係る財産管理等業務課

緯６３-２２３６ 井形 駿介緒方 豪人宮内 聡美長江 浩司◎川田喜美夫

水道施設の維持管理等
工務課

緯６３-２２３６
（再）佐和 正泰中山 周治蔭山 貴基金崎 博之藤田 慎二○新居 裕康

山本雄一郎

脇町市民サービスセンター
各種申請受付処理・公金の出納等

緯５２-５６００ 枝澤 昂平（再）西村百合子（再）篠原 純子増井 良和関 和也○前田 仁

中島 優那

美馬町市民サービスセンター
各種申請受付処理・公金の出納等

緯６３-３１１１
菅原 徳枝藤本 真人浅野ゆかり伊東利枝子○逢坂 雅史

木屋平総合支所等
木屋平総合支所 支所長 佐古 真澄

総務・福祉・環境・各種申請受付処理等（木屋平地区）総務福祉課

緯６８-２１１２ 野田 誠和泉 純子原田めぐみ奥森 三紀高橋 真治○大岡 信隆

農林商工業振興・建設・水道（木屋平地区）経済建設課

緯６８-２１１３ 原田 佳明松家 裕之棚上 和子小原 浩幸東埜 英一◎佐古 真澄

木屋平診療所 所長 藤原 真治

川口あけみ佐古キヨ子天毎木和惠緯６８-２５４１
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平成29年度 退職者
３月31日付で次の皆さんが退職されました
（順不同、敬称略）。

退職時職名氏 名

美来創生局長上谷 敏也

教育委員会副教育長緒方 利春

保険福祉部長四宮 明

経済建設部長奥村 敏彦

水道部長武田 光男

水道部 次長（工務課長）中本 清二

木屋平総合支所長江口 文之

木屋平診療所 事務長立道 恵子

穴吹保育所長森本 宏香

市民環境部付課長西浦 雅史

会計課長山根 和美

岩倉保育所 主幹大久保恵美

議会事務局 主幹篠原 純子

文化・スポーツ課 主幹白川 祥司

江原認定こども園 園長補佐藤田 恵

脇町保育所 所長補佐伊東 里美

脇町市民サービスセンター 所長補佐西村百合子

工務課 課長補佐篠原 豊

消防本部・通信指令課 課長補佐都築 美弘

会計課 課長補佐前田久美子

美馬小学校 総括業務員古泉 博子

江原認定こども園 総括調理員眞鍋 真弓

消防本部・警防課 主事上田 将輝

脇町幼稚園 教諭阿部祐未子

給食センター・共同調理場
小泉 七重須藤ふみ子◎篠原 一夫

穴吹学校給食センター 緯５２-１５３９
大谷 貴宏

天田比呂子金泉 尚子三宅 陽子江原南共同調理場

柿窪恵美子平岡美都保脇町共同調理場

大村 香織藤澤カズ子岩倉共同調理場

美馬認定こども園
田村 寿代武井 明美○塩田 陽子

緯６３-３０３０

蔭山 苗美谷 美紀藤田 尚美

大西 有紀花岡美由紀小川 綾子

篠原 朱美髙井 徳子川原 梓

北岡あゆみ近藤 静香藤本 寛子

真鍋 吏沙玉木 裕子竹岡 陽香

正木 真弓澤口 達子佐藤実樹子

笠井 まき

保育所
廣岡かずみ佐古こずえ藤川 和代西岡あすか南後きみ子○都築 圭子

脇町保育所

緯５２-１４９２
松久 陽奈國見 京加丸岡あづさ藤原 舞子井上 優武田美奈子

藤田あゆみ三好 睦実奥村 沙紀武田 梨花藤川 奈々倭田みづき

田村 麻衣藤本 彩菜前田さくら柴田 沙織杉山 真理河野 照栄岩倉保育所

緯５３-５５３３ 川西 由紀三宅 真生

三好 里枝熊澤 由紀長瀬 祥子佐川 多恵篠原 千晴田村 幸江穴吹保育所

緯５３-７９６３ 松下 千尋谷口 志帆小畠 知紘見定 枝莉長江 真依

江原認定こども園
井村志津恵梯 和枝三宅 幸代長江三智子大垣 淑子○大池 靖江

緯５３-３０７０ 空山 里奈久米川朝美藤浦 有香平田 淳子佐藤 恵子正木 順子

大上小百合尾形 みほ多田 千穂田邉 結衣

幼稚園
前田 明美緯５３-９９４７江原北幼稚園

大池 春菜西浦奈未可丹羽 香菜福見みのり○南 妃佐恵緯５２-００８６脇町幼稚園

田所 真理南 明美緯５３-５２７５岩倉幼稚園

鎌田恵美子緯５３-７５５４三島幼稚園

新久保 翠尾形 利江石川佳代子緯５３-７５５６穴吹幼稚園

井口 静代緯６８-３７３３木屋平幼稚園

出向・派遣
◎上田 孝緯５２-２４９６美馬環境整備組合派遣

◎藤田 英雄緯５２-１４４５西阿老人ホーム組合派遣

◎井関 敏秀緯５５-２５０１美馬地区広域行政組合派遣

井奥 福之●藤村 孝志緯５２-２３８８吉野川環境整備組合派遣

逢坂 一至徳島県後期高齢者医療広域連合派遣

西岡 聡新開 利恵徳島県派遣
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６月から、コンビニエンスストアで住民票や印鑑証明書などの証明書を交付するサービス（コンビニ交

付）がはじまります。

■コンビニ交付について
マイナンバーカード（個人番号カード）を使って、コンビニエンスストアに設置してあるキオスク端

末（マルチコピー機等）で、ご自身で操作して証明書を取得できるサービスです。コンビニ交付の利用

には、マイナンバーカード「４桁の暗証番号（利用者用電子証明書）が設定されているもの」が必要と

なります。

※住民基本台帳カード、通知カード、印鑑登録証はコンビニ交付には使用できません。

■利用時間 午前６時30分 ～ 午後11時まで
（12月29日から翌年１月３日までとシステム休止日を除く）

■取得できる証明書
①住 民 票 の 写 し：美馬市に住民登録がある方

（現在の住民票のみ、住民票の除票は、交付できません。）

②印 鑑 登 録 証 明 書：美馬市に住民登録があり、印鑑登録をしている方（※）

③戸籍謄本、戸籍抄本：美馬市に本籍がある方（除籍謄本等は、対象外です。）

④戸 籍 の 附 票：美馬市に本籍がある方（除籍の附票は、対象外です。）

（③④については、住民登録が美馬市外の方は、あらかじめ利用登録が必要で

す。）

⑤所 得 課 税 証 明 書：賦課期日の１月１日に美馬市に住民登録がある方

（⑤に限り、課税データの年度更新のため６月中旬から発行が可能となりま

す。）

（※）②印鑑登録証明書を取得する時に、マイナンバーカード〈個人番号カード〉を使用して取得できる

のは、コンビニ交付だけです。

窓口で印鑑登録証明書を取得される場合は、これまで同様に「印鑑登録証」と「本人確認書類」が

必要です。）

■利用できるコンビニエンスストア
全国のセブンイレブン・ローソン・サークルＫサンクス・ファミリーマート・ミニストップ等

※キオスク端末（マルチコピー機）の設置店舗に限りますのでご注意ください。

コンビニ交付サービスがはじまります
平成30

年

６月から

【問い合わせ先】市民・人権課 緯５２-８００１

「初回交付は無料です。カードに利用者用電子証明書（標準装備）が必要です。」

コンビニ交付を利用するためには、マイナンバーカードが必要です！
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第４回 美馬市水辺の楽校
春祭りの開催について

リバーサイドしでの家
オープニングフェア

ワイワイガヤガヤ三頭山
春のやまびこ山菜ウォーク

美馬町入倉いこいの里
花まつり

水辺の楽校中鳥川公園では、色鮮やかな芝桜
やヒラドツヅジなど、季節の花々が咲き誇る春
祭りを開催しています。今年も、ウォーキング
大会やパークゴルフ大会、産直市やフォークコ
ンサートを開催します。また、もち投げなど、楽
しいイベント盛りだくさんです。
春のひとときを、花々に囲まれて健康的に過
ごしてみませんか。皆様お誘い合わせの上、ぜ
ひお越しください。
■日時 ４月22日（日） 午前８時30分～
※パークゴルフ受付 午前８時～
※ウォーキング受付 午前８時30分～

■場所 水辺の楽校中鳥川公園
（美馬市美馬町字竹ノ内61-1、四国三郎の郷近く）

■参加料 無料（パークゴルフのみ500円）
※ 駐車場あり

【問い合わせ先】
ウォーキングについて緯５３-７４３２

（美馬市社会福祉協議会）
パークゴルフについて緯０９０-５９１２-１３９８

（美馬パークゴルフ協会）
その他問い合わせ先 緯０９０-８６９８-３５５０

（ＮＰＯ法人美馬体験交流の会・宮田）

【問い合わせ先】
リバーサイドしでの家緯０９０-２７８３-９７５５

今年も日本一の清流穴吹川のリバーサイドし

での家が、５月３日（木）からオープンします。

オープニングイベントに、ぜひお越しください。

オープニングフェア
■日時 5月3日（木） 午前８時～午後５時

煙先着約70名様に花の苗をプレゼント

煙宝さがし 午後１時～

おなじみのはっさくシャーベットやアイス類、

うどんなどを用意してお待ちしています。

なお、５・６・７月夏休み前・９月は土・日・

祝日、夏休み中は毎日午前８時～午後５時まで

営業します。

■駐車料金 普通車１台（１日）500円

１泊 1,000円

（売店のみ利用は無料）

入倉いこいの里にて花まつりが開催

されます。期間中は、芝桜はもちろん、

200本の桜も開花し、見頃は、４月上旬

～５月上旬がとなっています。

■イベント アマチュアバンド演奏・

大谷のうどんそば販売

■日時 期間中 毎週日曜日

■場所 入倉いこいの里

（美馬市美馬町入倉74）

■入場 無料

新緑の三頭山と香川県境の山道を楽しみながら約９
Kmを歩くウォーキングイベントです。ゴール地点では
地元産山菜天ぷらとお蕎麦かうどんの昼食もご提供し
ます。
■日時 ４月29日（日）午前８時30分受付
■集合場所 重清北交流促進宿泊施設『山人の里』
■参加費 お一人様1,000円（昼食・保険料込）
■参加対象 健康な方ならどなたでも参加できます。
（小学生以下は保護者同伴）
詳細については、市役所入口に設置のチラシ置き場に
設置しているやまびこウォーク参加者募集チラシをご
参照ください。
■申し込み方法 ウォーキング参加募集チラシ裏面の
申込用紙に記入の上、ファックスか、または電話・
メールのいずれかにて必要事
項（氏名、年齢、住所、電話番
号）をお知らせの上お申し込み
ください。
※お電話でのお申し込みは、平
日の午前９時～午後５時

【問い合わせ先】
代表 鎌田緯０９０-８６９３-１３８５

【問い合わせ先】地域おこし協力隊 倉科
緯０８０-８６３２-６７８５
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②
申
出
地
の
全
部
事
項
証
明
書
（
謄
本
）

原
本

③
申
出
地
の
公
図
の
写
し

原
本

④
申
出
地
の
位
置
図
（
住
宅
地
図
等
の
コ

ピ
ー
等
）

⑤
申
出
地
を
撮
っ
た
写
真
（
全
景
を
２
～

３
方
向
か
ら
撮
っ
た
も
の
）

⑥
そ
の
他
添
付
す
べ
き
書
類
（
建
物
等
の

配
置
図
、
平
面
図
、
排
水
放
流
先
の
経

路
図
等
）

Ӓ問
農
林
課
緯
５
２

－

５
６
０
９

「
美
馬
市
文
化
協
会
」
会
員
募
集
と
再
登
録

の
ご
案
内

美
馬
市
文
化
協
会
で
は
、
平
成
30
年
度

の
会
員
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
に
つ
い
て
も
、

改
め
て
会
員
登
録
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
同
様
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
対
象

美
馬
市
内
で
文
化
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
及
び
個
人

▼
会
費

１
団
体
千
円
と
会
員
１
人
に
つ

き
１
０
０
円

▼
申
込
方
法

地
域
学
習
推
進
課
に
備
え

付
け
て
い
る
「
登
録
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
会
費
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

４
月
９
日
（
月
）
～
４
月
27
日
（
金
）

※
申
し
込
み
受
付
期
間
以
降
は
、
事
務
局

で
随
時
受
付
し
ま
す
。

Ӓ申
Ӓ問
美
馬
市
文
化
協
会
事
務
局
（
地
域
学

習
推
進
課
内
）

緯
５
２

－

８
０
１
１

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
務
所
が
移
転
し
ま
す
!!

地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
美
馬

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
美
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
５
月
12
日
（
土
）
よ

由
を
含
む
）
を
ご
記
入
の
上
、
意
見
受
付

終
了
日
ま
で
に
意
見
書
箱
に
ご
投
函
頂
く

か
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
郵
送
く

だ
さ
い
（
当
日
消
印
有
効
）。

※
意
見
書
受
付
終
了
日

５
月
１
日
（
火
）

※
意
見
書
及
び
意
見
書
箱
は
、
縦
覧
場
所

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

Ӓ問
オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

事
業
開
発
部

長
谷
緯
０
３

－

５
７
３
０

－

０
１
８
４

〒
１
０
５

-

０
０
２
３

東
京
都
港
区

芝
浦
１

-

１

-

１

浜
松
町
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
Ӓ問
（
縦
覧
場
所
）

美
馬
市
環
境
下
水
道
課

緯
５
２

－

８
０
２
０

木
屋
平
総
合
支
所
総
務
福
祉
課

緯
６
８

－

２
１
１
２

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
及
び
編
入
申
出

の
受
付
に
つ
い
て

本
年
度
１
回
目
の
変
更
申
出
の
受
付
を

５
月
に
お
こ
な
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

５
月
１
日
（
火
）
～
５
月
31
日
（
木
）

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

30

15
分

▼
申
出
書
類

農
林
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
、
農
地
以
外

に
利
用
す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
へ
転

用
の
申
請
を
す
る
前
に
、
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と
し
て
は
、

住
宅
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、
倉
庫
、
太

陽
光
発
電
等
の
施
設
用
地
、
植
林
（
山
林

へ
の
転
用
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
農
地
以
外
に
利
用
さ
れ
る
方
は
、
変

更
申
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
希
望

さ
れ
る
方
も
同
様
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
変
更
申
出
に
必
要
な
物

①
変
更
（
除
外
・
編
入
）
申
出
書

お
知
ら
せ

水
道
料
金
の
口
座
振
替
日
と
納
期
限
（
平

成
29
年
度
２
・
３
月
分
）

▼
口
座
振
替

振
替
日

４
月
16
日
（
月
）

再
振
替
日

５
月
７
日
（
月
）

▼
納
付
書

納
期
限

５
月
１
日
（
火
）

Ӓ問
業
務
課
緯
６
３－

２
２
３
６

（
仮
称
）
天
神
丸
風
力
発
電
事
業
に
係
る
計

画
段
階
環
境
配
慮
書
」
の
縦
覧
に
つ
い
て

美
馬
市
は
、
環
境
基
本
計
画
の
中
で
、

地
球
環
境
保
全
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
等
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
を
奨
励
し
、
情
報
提
供
に

努
め
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
が
木
屋

平
地
区
に
計
画
し
て
い
る
（
仮
称
）
天
神

丸
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
、「
環
境
影

響
評
価
法
」
に
基
づ
き
、
同
事
業
者
が
計

画
段
階
に
お
け
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実

施
に
伴
う
配
慮
事
項
を
と
り
ま
と
め
た

「
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
」
を
以
下
の
通
り

縦
覧
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
様
へ
告
知
い
た
し
ま
す
。

▼
縦
覧
書
類

（
仮
称
）
天
神
丸
風
力
発
電
事
業
に
係
る

計
画
段
階
環
境
配
慮
書

▼
縦
覧
期
間

３
月
30
日
（
金
）
～
５
月
１
日
（
火
）

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。）

▼
縦
覧
場
所

美
馬
市
役
所
環
境
下
水
道
課
窓
口
及
び

木
屋
平
総
合
支
所

※
同
期
間
、
オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
Ｈ
Ｐ

で
も
電
子
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

▼
意
見
書

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
ご
意
見
を
お

持
ち
の
方
は
、
縦
覧
場
所
に
備
え
つ
け
の

書
面
に
住
所
・
氏
名
・
意
見
（
意
見
の
理

り
美
馬
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
の

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
」（
旧
パ

ル
シ
ー
）
へ
移
転
い
た
し
ま
す
。

ま
た
前
年
度
同
様
、
今
年
度
も
各
地
で

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
し
て
頂
け
る
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
移
転
場
所

美
馬
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
２
階
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら

い
内
（
旧
パ
ル
シ
ー
）

▼
移
転
日

５
月
12
日
（
土
）

▼
受
付
時
間

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
定
休
日

土
日
祝
日
、
年
末
年
始

Ӓ問
美
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

緯
５
３

－

２
５
２
８

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、
石
綿
に
よ
る
疾

病
の
補
償
・
救
済
に
つ
い
て

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ

れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基

づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救
済

法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て

か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て

い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
最
寄
り
の
都
道
府
県
労

働
局
又
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
下

さ
い
。

Ӓ問
徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

緯
０
８
８

－

６
５
２

－

９
１
４
４

流
木
チ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
ま
す

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

池
田
総

合
管
理
所
で
は
、
出
水
に
よ
り
池
田
ダ
ム

に
漂
着
し
た
流
木
を
加
工
し
た
「
チ
ッ
プ
」

を
無
料
配
布
し
ま
す
。
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市
長
所
信
表
明

議
会
だ
よ
り

お

知

ら

せ

開

催

行

事

情
報
ボ
ッ
ク
ス

我

が

家

の

ア

イ

ド

ル

レ

ポ

ー

ト

図
書
館
だ
よ
り

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
日
時
に
配
布

場
所
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。
現
地
に
て
受

付
後
、
配
布
い
た
し
ま
す
。「
チ
ッ
プ
」
の

運
搬
車
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
）
へ
の
積
み
込

み
は
、
現
地
で
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
り
作
業

を
行
い
ま
す
。
配
布
数
量
が
無
く
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
今
回
は
「
チ
ッ
プ
」
の
み
の
配
布
と
な

り
ま
す
。「
薪
」
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
日
時

煙
1
回
目

４
月
21
日
（
土
）
～

21

22
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
無
く
な
り
し

だ
い
終
了
）

煙
２
回
目

５
月
12
日
（
土
）
～

12

13
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
無
く
な
り
し

だ
い
終
了
）

小
雨
決
行
、
大
雨
時
は
延
期
（
後
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

※
１
回
目
で
チ
ッ
プ
が
無
く
な
っ
た
場
合

は
、
２
回
目
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
配
布
場
所

池
田
ダ
ム
イ
タ
ノ
流
木
処

理
場
（
池
田
球
場
奥
）

Ӓ問
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
池
田
総
合

管
理
所

緯
０
８
８
３

－

７
２

－

２
０
５
０

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
w
a
t
e
r
.
g
o
.
j
p
/
y
o
s
h
i
n
o
/
i

keda/

▼
申
込
締
切

５
月
14
日
（
月
）

※
定
員
30
名
で
す
。
講
習
料
は
無
料
で
す
。

（
申
込
用
紙
は
美
馬
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

Ӓ申
Ӓ問
美
馬
市
消
防
本
部

救
急
救
助
課

緯
５
２

－

３
０
６
１

第
36
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
徳
島
県

予
選

相
撲
で
同
学
年
の
子
供
た
ち
と
勝
負
し
よ
う
！

▼
日
時

５
月
13
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
（
受
付
８
時

30

30
分
）

▼
場
所

う
だ
つ
ア
リ
ー
ナ

▼
参
加
資
格

徳
島
県
内
小
学
１
～
６
年
生

※
小
学
校
４
～
６
年
生
の
優
勝
者
は
７
月

30
日
（
日
）
に
両
国
国
技
館
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
で
き
ま
す
。

（
女
子
が
優
勝
の
場
合
は
男
子
上
位
者
が
出
場
）

▼
応
募
方
法

（
一
社
）
美
馬
青
年
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
美
馬
Ｊ

Ｃ
」
で
検
索
）
よ
り
参
加
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の

上
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
信

し
て
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

＊
応
募
後
一
時
間
以
内
に
返
信
が
な
い
場

合
は
担
当
西
尾
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

＊
当
日
同
意
書
に
ご
捺
印
い
た
だ
く
た
め

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

４
月
30
日
（
月
）

当
日
は
、
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
で
餅
投

げ
・
福
投
げ
を
行
い
ま
す
。
参
加
自
由
で

す
の
で
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

Ӓ問
一
般
社
団
法
人

美
馬
青
年
会
議
所

担
当

ひ
と
づ
く
り
委
員
会

時
間

平
日
午
前
９
時
～
午
前
11
時

緯
０
５
０

－

８
８
０
９

－

３
０
０
０

思
０
８
８
３

－

５
３

－

８
９
７
９

時
間
外
（
担
当
）

緯
０
９
０

－

５
９
１
３

－

０
４
１
６

開
催

普
通
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

普
通
救
命
講
習
と
は

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
心
肺
蘇

生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
扱
い
、
大
出
血
時
の
止
血
法
な
ど
の

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
２
回
普
通
救
命
講
習
会
を
次
の
と
お

り
開
催
致
し
ま
す
。

▼
日
時

５
月
19
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所

美
馬
市
消
防
署
２
Ｆ
大
会
議
室

休
日
税
務
相
談
お
よ
び
納
付
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す

市
税
に
つ
い
て
疑
問
や
相
談
し
た
い
事

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
平
日
に
来
庁
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
次
の
日
時
・
場
所

で
休
日
税
務
相
談
お
よ
び
納
付
の
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
利
用
く

だ
さ
い
。

▽
納
税
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方

収
入
が
証
明
で
き
る
書
類
（
給
与
支
給

明
細
書
、
会
計
帳
簿
等
）、
支
出
を
証
明
で

き
る
書
類
（
各
種
ロ
ー
ン
支
払
い
明
細
書

等
）
等
収
支
状
況
が
説
明
で
き
る
書
類
お

よ
び
預
貯
金
通
帳
、
生
命
保
険
証
書
等
と

印
鑑
が
必
要
で
す
。

▽
課
税
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方

納
付
書
や
課
税
明
細
書
等
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※
な
お
、
代
理
で
来
ら
れ
る
場
合
は
、
委

任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
時

４
月
29
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所

税
務
課

Ӓ問
税
務
課

（
課
税
担
当
）
緯
５
２－

５
６
０
２

（
徴
収
担
当
）
緯
５
２－

５
６
０
３

特
設
人
権
相
談
（
人
権
に
関
す
る
相
談
）

▽
日
時

５
月
９
日
（
水
）

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所

脇
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

美
馬
文
化
会
館

三
島
会
館

つ
る
ぎ
の
里

Ӓ問
市
民
・
人
権
課
緯
５
２－

８
０
０
１

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
「
暮
ら
し
サ

ポ
ー
ト
み
ま
」

暮
ら
し
、
仕
事
、
家
計
の
こ
と
な
ど
、

ど
な
た
で
も
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
の
で
、
悩
み
や
不
安
お
困
り
の

相
談

こ
と
が
あ
れ
ば
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
総
合
相
談

▽
場
所
・
日
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

煙
三
島
会
館

毎
週
月
曜
日

午
後
２
時
～
午
後
４
時

煙
美
馬
文
化
会
館

毎
週
火
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
前

30

11
時

30

11

30
分

煙
木
屋
平
複
合
施
設

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

※
奇
数
月
第
２
水
曜
日
は
つ
る
ぎ
の
里

煙
美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

毎
週
木
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
前

30

11
時

30

11

30
分

煙
宮
内
交
流
の
里

毎
週
木
曜
日

午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
弁
護
士
相
談
（
要
予
約
）

▽
日
時

毎
月
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
司
法
書
士
相
談
（
要
予
約
）

▽
日
時

毎
月
第
１
・
４
水
曜
日

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
土
地
家
屋
調
査
士
相
談
（
要
予
約
）

▽
日
時

毎
月
第
２
水
曜
日

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
結
婚
相
談
（
要
予
約
）

▽
日
時

毎
月
第
３
木
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
前

30

11
時

30

11

30
分

Ӓ問
美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

緯
５
３－

７
８
３
０

徳
島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
in
美
馬
市

経

営
相
談
会
開
催
の
ご
案
内

「
徳
島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
は
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
起
業

か
ら
商
品
開
発
、
販
路
拡
大
、
Ｉ
Ｔ
の
ビ

ジ
ネ
ス
活
用
、
事
業
継
承
な
ど
の
い
ろ
い

ろ
な
経
営
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
美

馬
市
に
お
い
て
、
経
営
相
談
会
が
次
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
経
営
課
題
の
解
決
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へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

４
月
25
日
（
水
）

午
後
２
時
～
午
後
７
時

▽
場
所

穴
吹
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

１
階

会
議
室
３

▽
申
し
込
み

予
約
優
先
。
４
月
25
日

（
水
）
正
午
ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
相
談
予

約
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
相
談
料

無
料

Ӓ問
◎
徳
島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

緯
０
８
８－

６
５
４－

０
１
０
３

思
０
８
８－

６
５
３－

７
９
１
０

死yorozu＠
our-think.or.jp

◎
企
業
応
援
課

緯
５
２－

１
２
６
３

思
５
２－

１
２
０
０

死kigyou＠
mima.i-tokushima.jp

行
政
相
談

▽
日
時
・
場
所

煙
第
１
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
正
午

美
馬
福
祉
セ
ン
タ
ー

煙
第
２
水
曜
日

午
前
９
時
～
正
午

つ
る
ぎ
の
里
（
奇
数
月
）

木
屋
平
複
合
施
設
（
偶
数
月
）

煙
第
３
火
曜
日

午
前
９
時
～
正
午

穴
吹
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

※
脇
町
は
相
談
員
が
随
時
受
け
付
け

Ӓ問
ふ
る
さ
と
振
興
課
緯
５
２－

８
０
０
９

弁
護
士
相
談

美
馬
文
化
会
館
で
は
、
相
談
事
業
の
充

実
の
た
め
弁
護
士
に
よ
る
出
張
相
談
を
行

い
ま
す
。
離
婚
、
相
続
、
借
金
な
ど
の
生

活
相
談
に
つ
い
て
、
悩
み
や
疑
問
が
あ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
予
約
制

で
２
人
ま
で
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

▽
日
時

５
月
９
日
（
水
）

午
前
11
時
～
正
午

▽
場
所

美
馬
文
化
会
館

Ӓ申
Ӓ問
美
馬
文
化
会
館
緯
６
３－

４
６
４
６

善
意
銀
行

次
の
人
か
ら
美
馬
市
社
協
善
意
銀
行
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

香
典
返
し
寄
附

篠
原

正
樹
様
（
土
ケ
久
保
）

い
た
だ
い
た
寄
附
は
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

寄
附

平成30年度 市 税 納 期 限 一 覧
市県民税軽自動車税固定資産税国民健康保険税納 期 限

全期１期5月31日平成30年
１期7月02日〃

２期１期7月31日〃
２期２期8月31日〃

３期３期10月01日〃
３期４期10月31日〃

４期５期11月30日〃
６期12月25日〃

４期７期1月31日平成31年
８期2月28日〃

【問い合わせ先】税務課緯５２-５６０２、５２-５６０３

【問い合わせ先】ふるさと振興課緯５２-８００９
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人権啓発事業地域交流のための各種講座受講生の募集
受講料時 間開催日教室名

無料
午前10時～正午午前の部 毎週木曜日

健康教室 太極拳
午後７時～午後９時午後の部 毎週水曜日

無料午後７時30分～午後９時毎月第１・２・３・４土曜日３Ｂ体操教室

無料（材料代のみ）午後１時30分～午後３時30分毎月第１・３木曜日パッチワーク教室

無料午後１時30分～午後３時
毎月第２・４月曜日ハワイアンフラ教室

※４月開始！ゆっくりとした動きで運動が苦手でも楽しめます

○開催日 ５月11日から９月28日までの毎週金曜日（全20回）○受講料 無料
○昼の部（入門編／午後１時30分～午後３時30分）

初めてパソコンを学ぶ方向けで、電源の入れ方から始めて、簡単な文書作
成や表計算などを学びます。

○夜の部（応用編／午後７時～午後９時）
過去に、入門編を受講された方（基礎的な操作ができる方）などが対象で、
ワードやエクセルを使って、実用的な文書作成や表計算などの操作方法
を学びます。

○定 員 昼・夜各８人（先着順）
○対象者 美馬市在住の満18歳以上の方（学生除く）
○受付日時 ４月19日（木）～４月27日（金）

(土・日を除く午前８時30分から午後５時まで)

初級パソコン教室
（前期）

教育集会所・公民館各教室日程

※教育集会所については、年会費4,000円が必要です。
また、受講生には決められた人権研修を受けていただきます。

時間開催曜日教室名

拝原教育集会所（拝西）脇町字拝原1498-1
13:30～15:30第１・３日曜音 楽
13:30～15:30第１・３土曜書 道
09:00～14:00第３金曜料 理
13:30～15:30第１・３木曜民 舞
13:30～15:30第２・４土曜手 芸
10:00～12:00第１・３火曜墨 絵

脇町教育集会所（脇町老人福祉センター内）脇町大字脇町1498-1
６月からは地域交流センター内で予定

19:00～21:00第1・４月曜民 舞
18:30～20:30第２・４金曜生 け 花
19:00～21:00第１・３水曜社 交 ダ ン ス
19:00～21:00第１・３金曜詩 吟
19:00～21:00第２・４水曜書 道
09:30～13:30第４水曜料 理
19:30～21:30第２・４日曜漢 詩
19:00～21:00第２・４木曜音 楽
13:00～15:00第１・３水曜オ カ リ ナ
19:00～21:00第１・３木曜コ ー ラ ス

岩倉教育集会所（別所浜西）脇町別所字高ムク3512-1
19:30～21:30第２・４月曜音 楽
19:00～21:00第１・３水曜書 道
19:30～21:30第１・３月曜生 け 花
13:00～15:00第１・３日曜大 正 琴
13:30～15:30第２・４水曜民 舞
19:30～21:30第１・３火曜ハワイアンダンス

時間開催曜日教室名

公民館活動（脇町地区）
13:30～15:30毎月第２・４土曜日盆 石
09:00～12:00毎週水曜大 正 琴
19:00～21:30毎週月・金民 舞
14:00～16:00毎週火曜詩 吟
19:30～21:30毎週木曜詩 吟
06:30～08:00毎週火・金曜日

脇町太極拳教室
09:30～11:30第２金曜日のみ
13:00～14:30毎週日曜日日 本 語 教 室

公民館活動（穴吹地区）
13:30～15:30第２土曜古文書勉強会
14:00～16:00第３土曜ビ デ オ 教 室
18:00～21:00第２・３土曜能 楽 教 室
13:30～15:30第１・３土曜オカリナ教室
13:00～15:30第２月曜うだつ句会教室
09:00～11:00毎週月曜書道・ペン字教室
18:30～22:00毎週金曜日囲 碁 教 室
13:00～17:00毎週火曜日囲 碁 同 好 会
19:00～21:15毎週水曜日詩 吟 教 室
09:00～17:00第１・３日曜囲碁研修会教室
19:00～21:00毎週月曜書 道 教 室
13:00～17:00第１・３月曜藤 工 芸 教 室
13:30～21:00毎週木曜日フラワーアレンジメント教室

10:00～12:00第１・３月曜着 付 教 室
13:00～16:00第２・４土曜パソコン教室
09:00～17:00第３木曜美退教囲碁クラブ

【問い合わせ先】美馬文化会館緯６３-４６４６

【問い合わせ先】地域学習推進課緯５２-８０１１
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※日程等は、都合により変更する場合があります。
※健診対象者には個人通知します。母子健診等日程表

６月５月４月事業名

19日（火）22日（火）24日（火）乳児健診（４か月）

平成30年２月生平成30年１月生平成29年12月生対象生年月日

26日（火）29日（火）27日（金）乳児健診（10か月）

平成29年８月１日～20日生平成29年７月生平成29年６月生対象生年月日

24日（木）股関節脱臼検診

平成30年２・３月生対象生年月日

15日（金）18日（金）20日（金）１歳６か月児健診

平成28年11月生平成28年10月生平成28年９月生対象生年月日

６日（水）９日（水）11日（水）２歳児歯科健診

平成27年12月生平成27年11月生平成27年10月生対象生年月日

８日（金）11日（金）13日（金）３歳児健診

平成26年12月生平成26年11月生平成26年10月生対象生年月日

27日（水）30日（水）18日（水）キッズル-ム

○実施場所 美馬市保健センター

【問い合わせ先】保険健康課（保健事業担当）緯５２-５６１１

ひとり親家庭の父や母、寡婦等のための
就業支援講習会を開催

ひとり親家庭の父や母等の就業を支援し、自立と生活の安定を図ることを目的として、講習会

を開催します。

●対象者 ひとり親家庭の父や母および寡婦等（ただし配偶者の暴力により婚姻の実態は失われ

ているが、止むを得ない事情により離婚の届出を行っていない方等を含む）。なお、講習会が定

員に満たない場合は、母子家庭及び父子家庭の子も受講できる場合があります。

●開催場所 徳島市中昭和町１丁目２番地 徳島県立総合福祉センター内

平成30年度 就業支援講習会
※開催曜日・時間について詳しくはお問い合わせください。

申込締切日定員開催期間講習科目

４月２６日（木）２０名５月９日（水）～６月１日（金）パソコン講習ワード検定（昼間）

就職支援セミナー

時 間開催日

午後１時～午後４時

５月 ９日（水）

６月 ４日（月）

７月 ７日（土）

８月２２日（日）

【問い合わせ・申し込み先】子どもすこやか課緯５２-５６０６
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我我我がが家家ののアアイイドドルル
平成29年５月生まれの

赤ちゃん大募集！

藤
岡

祐
介
・
由
起

〈
男
の
子
〉
蒼そ
う

村
上

哲
耶
・
有
里
子

〈
女
の
子
〉
陽
菜
ひ

な

藤
本

和
男
・
や
よ
い

〈
女
の
子
〉
寿
和
す

わ

尾
形

知
宏
・
真
里
子

〈
男
の
子
〉
透
那

と
う

な

土
井

和
也
・
身
和

〈
女
の
子
〉
彩
葉

い
ろ

は

佐
藤

啓
介
・
有
姫

〈
男
の
子
〉
旺
太

お
う

た

坂

安
人
・
真
理

〈
男
の
子
〉
将
瑳

じ
ゅ
う
ざ

田
上

悟
士
・
か
お
り

〈
男
の
子
〉
正

大

し
ょ
う
だ
い

（

北

）

（
拝
北
南
）

（
芝
坂
東
）

（
拝

北
）

（
駅

西
）

（
伏

飛
）

（
東

原
）

（
大
工
町
）

澤
田

明
宏
・
さ
や
か

〈
女
の
子
〉
七
花

な

な

か

藤
島

圭
吾
・
さ
ゆ
り

〈
女
の
子
〉
結
衣
ゆ

い

小
笠

義
文
・
千
里

〈
男
の
子
〉
倉
ノ
介

く
ら

の

す
け

長
野

信
行
・
潤

〈
女
の
子
〉
希
美

の

ぞ

み

野
崎

勝
義
・
愛

〈
男
の
子
〉
泰
生

た
い
せ
い

佐
藤

隆
児
・
美
保
子

〈
男
の
子
〉
銀
児

ぎ
ん

じ

藤
原

一
馬
・
志
保

〈
女
の
子
〉
菜
羽

な

の

は

岡
井

芳
樹
・
芙
佑
華

〈
男
の
子
〉
結
翔

ゆ
い

と

（
２
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
受
付
分
）

（
西
上
野
北
）

（
東
宗
重
中
島

）

（
拝
北
南
）

（
井

口
）

（

庄

）

（
野
村
西
）

（
突

出
）

（
拝

北
）

お

誕

生

お

め

で

と

う

使申し込み方法・・郵送・Ｅメール等で

下記の必要事項を記入し写真を添えて

お申し込みください。

※持込可

煙赤ちゃんの写真 煙氏名（ふりがな）

煙性別 煙生年月日 煙住所

煙保護者の氏名 煙電話番号

煙20字以内のコメント

締切り４月20日（金）必着です。

「みまっこ子育て応援サイト」（http://www.city.
mima.lg.jp/kodomo/）でも、赤ちゃんの写真を募集し
ています。

Ӓ申Ӓ問ふるさと振興課緯５２-８００９ 死furusato＠mima.i-tokushima.jp
※ウイルス対策のため、メールを受信できない場合があります。メール送信後、ふるさと振興課まで必ずご連絡ください。

このコーナーでは市内に在住する、発行月に満１歳の誕生日を迎える
赤ちゃんの写真を掲載します。

篠原 雫暉くん

しのはら しずき

（ 美 馬 町 ）

平成29年４月26日生

「しず１才おめでとう！

これからもヨロシクね」

酒井 湊斗くん

さか い みなと

（ 美 馬 町 ）

平成29年４月18日生

「笑顔いっぱいの元気な子

に育ってね嗣嗣」

本間 美央ちゃん

ほん ま み お

（ 脇 町 ）

平成29年４月30日生

「いつもかわいい笑顔を

ありがとう嗣」

藤本 麗加ちゃん

ふじもと うる か

（ 美 馬 町 ）

平成29年４月30日生

「ハッピーバースデイ♪

おさんぽ楽しみ」

佐藤 瑛介くん

さ とう えいすけ

（ 脇 町 ）

平成29年４月17日生

「えいちゃん、いつも笑顔

をありがとう！」

秋山 幹大くん

あきやま かんだい

（ 脇 町 ）

平成29年４月10日生

「１歳おめでとう！元気に

大きく育ってね嗣」

河野 太一くん

かわ の た いち

（ 脇 町 ）

平成29年４月10日生

「３人で、いろんな思い出

を作っていこうね！」

大塩 鈴乃ちゃん

おおしお すず の

（ 脇 町 ）

平成29年４月４日生

「これからも、元気いっぱ

い大きくなあれ。」



広報みま2018（平成30）年4月号 48

市
長
所
信
表
明

議
会
だ
よ
り

お

知

ら

せ

開

催

行

事

情
報
ボ
ッ
ク
ス

我

が

家

の

ア

イ

ド

ル

レ

ポ

ー

ト

図
書
館
だ
よ
り

蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

寒い冬が過ぎ去って、暖かい春がやっと来ましたね。桜の枝につぼみ

が綻び、日本の１番美しい季節、花見が行われる時期になりました。残念

なことに、私は国際交流員としての任期が今月で満了になり、このレポー

トを皆さんが読まれている時には中国に帰国しています。１年間はあっ

という間に過ぎてしまい、皆さんに「さようなら」を言う時がやってきま

した。

去年の４月に美馬市に来てから、市役所の皆さんをはじめ、仕事やプラ

イベートでお付き合いした方々に優しくしていただいたお陰で、国際交流員として、大変楽し

く過ごすことができました。国際交流員としての仕事は、幼稚園から中学校までの学校訪問、

中国語講座、友好都市との連携に関する仕事、出前講座などがありました。学校訪問では、子

どもたちが簡単に理解できるよう、テーマに合わせ、色々と工夫しました。子どもたちからの

中国語の挨拶や先生方のご協力が嬉しかったです。授業が終わった時は、いつも子どもたちに

囲まれ、私に握手を求めたり、手作りのプレゼントをいただいたりしました。感動と感謝の気

持ちで胸がいっぱいなりました。中国語講座では、こつこつと勉強されている皆さんは中国の

ことについて、非常に詳しく、私の方が勉強になることが多々ありました。１時間の講座の時

間がまるで10分間ほどに感じられるように、あっという間に過ぎてしまいました。毎回もう少

し時間があったらいいなと皆さんの勉強の熱心さに感心しました。出前講座では、毎回経験や

知識をお持ちの方に、中国の文化を日本語で紹介することの難しさをすごく感じました。私の

日本語能力の不足で、言葉がうまく出てこなかったり、意味が伝わらなかったりしましたが、

そういう時でも、優しい笑顔で私を励まし、私の話を最後まで聞いてくれた皆さんには、心か

ら感謝をしています。この度、国際交流員として環境もよく人情も暖かい美馬市に来られる機

会をいただいて、本当に幸運であったと思います。今、振り返ってみると、この１年は私に

とって特別で有意義な１年でした。美馬市で学んだことをこれからの人生に活かそうと思って

います。

この１年間、大変お世話になった藤田市長様をはじめとする市役所の皆さん、中国語講座の

皆さん、そして市民の皆さんに心から感謝の気持ちを申し上げます。美馬市と大理市との友好

関係が発展し、中国と日本の両国の友好関係がますます発展し、両国民の交流が深まっていく

ことを祈っております。この１年間大変お世話になりました。本当にどうもありがとうござい

ました。

国際交流員レ
ポート⑪

董 鋭珠さん
トウ エイシュ

大変お世話になりました

脇町小学校の前で 安楽寺の前で 春に芝桜の前で
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フーゴー・グローティウス
皆さん、こんにちは！今回はオランダの非常に有名な法学者についてお話した
いと思います！その人は「国際法の父」のフーゴー・グローティウスです！フーゴー
は、今から435年前の1583年4月10日、オランダのデルフト市に生まれました。
彼はオランダ語でフーゴー・デ＝グロートとして知られています。フーゴーは非常
に頭が良くて、11歳でライデン大学に入学し、16歳で初めて本を執筆しました。
1600年にハーグ市で官職を勤め、1601年から史学史研究員にもなりました。１番
有名な本は1625年に発行された『戦争と平和の法』です。この本には、国家など
の主権者は、どんな状況で他の主権者と戦争ができるかということを述べていま
す。近代国際法を初めて体系づけた著作です。
しかし、オランダでフーゴー・デ=グロートといえば、著作物ではなく、最も有
名な話があります。1610年頃、オランダで政略的な神学論争が起きました。結果
のみ、簡単に言うと、オラニエ公のマウリッツが権力を横取りし、フーゴーが1618

年に逮捕され、終身刑の判決を受けました。当時、刑務所であった
ルヴェンスタイン城（刑務所でありながら、裕福な人には、家政婦
等もいる）に入りました。終身刑でしたが、勉強などは続けても良いということで、本が
入っている大きな箱がフーゴーによく届きました。マリア（フーゴーのお手伝い）がフー
ゴーに「あの本の箱に入って、脱出したらいいのでは？」と言いそのアイディアを得て、1621
年に刑務所から脱獄に成功し、オランダから逃亡しました。フーゴーが入ったと言われてい
る本の箱は世界中にいくつもあるとのことです。
結局、ヨーロッパのあちらこちらに住んで、ドイツで1645年8月28日に亡くなりました
が、オランダのデルフト市に葬られています。現在、「チューリップがある小さな国」とし
か思われていないオランダは、非常に有名な学者を生んだ国でもありますね！

国際交流員レ
ポートӒ67

パイク・ヴァン・ゾンさん

※このフェイスブックと動画は、美馬市の公式なページではありません。

MammaMimaTVは毎月第1週目にケーブルテレビ徳島（ch.111）で放送されています。
放送時間：（金）8:30|12:30|15:30|19:30|21:30 （土）18:15|23:30

詳細は：www.facebook.com/mammamimatv、www.odeon-japan.com

フーゴー・
グローティウス

こ
ん
に
ち
は
、
こ
の
と
こ
ろ

め
っ
き
り
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
三
頭
山
で
も
ウ
グ
イ
ス
の

鳴
き
声
が
聞
こ
え
、
産
直
市
「
太
陽

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
は
山
菜
も
並
び
始

め
て
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
三
頭
山
で
１
年
半

前
か
ら
畑
を
お
借
り
し
、
栽
培
し

て
い
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
や
っ
と
形

に
な
り
ま
し
た
。
ハ
ー
ブ
の
一
種

で
あ
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、
も
と
も

と
比
較
的
乾
燥
し
て
い
る
土
地
に

向
い
た
植
物
で
、
三
頭
山
の
土
地

に
合
っ
て
い
る
と
思
い
栽
培
し
始

め
ま
し
た
。
唯
一
冬
場
の
積
雪
が

気
が
か
り
で
し
た
が
、
１
年
目
も

無
事
に
越
え
て
春
に
は
新
芽
を
出

し
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

そ
し
て
昨
年
の
夏
か
ら
秋
に
か

け
旺
盛
に
育
っ
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

花
穂
を
収
穫
し
乾
燥
さ
せ
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
テ
ィ
ー
と
し
て
商
品
化
し

ま
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
地
元
の

デ
ザ
イ
ン
会
社
の
方
達
と
何
度
も

相
談
し
つ
つ
、
あ
あ
で
も
な
い
こ

う
で
も
な
い
と
や
り
と
り
し
、

や
っ
と
!!!
完
成
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。
素
朴
で
シ
ン
プ
ル
、
温
か

み
の
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た
い

と
い
う
思
い
が
表
現
で
き
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

肝
心
の
ラ

ベ

ン

ダ

ー

テ
ィ
ー
の
お

味
で
す
が
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
深
み
の
あ

る
味
に
加
え
、

ほ
ん
の
り
と

わ
ず
か
に
甘

み
を
感
じ
る

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
や
鎮
痛
、
殺
菌
作
用
も

あ
り
、
夜
寝
る
前
に
飲
む
と
気
持

ち
が
落
ち
着
き
深
い
安
ら
か
な
眠

り
が
期
待
で
き
る
万
能
の
ハ
ー
ブ

で

す
。
そ

ん

な

ラ

ベ

ン

ダ

ー

テ
ィ
ー
、
今
回
商
品
と
し
て
で
き

た
も
の
は
、
昨
年
秋
に
お
こ
な
っ

た
エ
コ
ハ
ウ
ス
型
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

建
設
資
金
を
募
る
た
め
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
返
礼
品
の

一
つ
と
し
て
お
届
け
し
て
い
る
の

で
、
一
般
販
売
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
次
の
収
穫
分
か
ら
は
商

品
と
し
て
販
売
し
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
は
三
頭
地
域
の
方

達
と
一
緒
に
協
力
し
な
が
ら
栽
培
、

販
売
ま
で
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
み
で
す
が
、

で
き
れ
ば
将
来
的
に
は
い
ろ
い
ろ

な
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
作
り
、
三
頭

山
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
展
開
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊員 倉科 智子
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穴
吹
川
の
流
域
、
新
市
場
橋

を
東
へ
渡
り
、
山
間
部
へ
進
む

と
、「
上
谷
地
区
」
が
あ
り
ま
す
。

急
峻
な
山
あ
い
に
あ
り
、
わ
ず

か
15
軒
の
集
落
で
す
が
、
こ
こ

が
近
年
自
主
的
支
え
あ
い
活
動

に
積
極
的
な
地
域
と
し
て
名
を

馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。こ

の
と
こ
ろ
の
、
予
期
せ
ぬ

災
害
の
頻
発
に
、
地
域
と
し
て

ど
う
向
き
合
い
、
対
処
し
て
い

け
ば
い
い
の
か
、
住

民
た
ち
が
真
剣
に
、

語
り
合
い
、
実
行
に

移
し
つ
つ
あ
る
の

で
す
。

き
っ
か
け
は
、
平

成
17
年
頃
、
美
馬
市

社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
〈
災
害
時
要
配

慮

者

支

援

防

災

マ
ッ
プ
〉
等
の
作
成

に
関
す
る
声
か
け

を
受
け
、
当
時
の
自

治
会
長
が
「
こ
れ
は
、

ぜ
ひ
取
り
入
れ
な

け
れ
ば
！
」
と
地
域

住
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
こ
と
。
以
来
、

地
域
の
状
況
が
変

化
す
る
た
び
に
、
改

善
を
加
え
て
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

最
新
版
は
、
昨
年

の
４
月
23
日
に
完

成
し
た
〈
上
谷
地
区

支
え
あ
い
マ
ッ
プ
〉

を
含
め
た
一
連
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
。
こ

こ
に
は
従
来
の
自

主
防
災
の
域
を
超
え
た
供
支
え

あ
い

僑
の
概
念
が
ふ
ん
だ
ん
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

「
災
害
用
状
況
一
覧
」
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
女
性
を
含
め
た
、

住
民
の
大
部
分
が
同
じ
テ
ー
ブ

ル
の
上
で
協
議
を
重
ね
、
一
時

避
難
場
所
を
一
軒
、
一
軒
決
め

て
い
っ
た
、
と
当
時
の
自
治
会

長
・
野
々
村
馨
さ
ん
は
振
り
返

り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
中
で
移
動
が
不

安
な
人
に
つ
い
て
は
、
誰
が
ど

の
よ
う
な
方
法
で
声
か
け
し
支

え
合
う
か
、
と
い
う
取
り
決
め

を
行
っ
た
と
言
い
ま
す
。

《
災
害
時
に
共
有
で
き
る
も

の
の
一
覧
》
は
、
ど
こ
の
、
だ

れ
が
、
何
を
持
っ
て
い
る
か
が
、

誰
で
も
瞬
時
に
わ
か
る
よ
う
に

配
慮
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
同
地
区
で
は
、

他
に
は
な
い
同
地
区
な
ら
で
は

の
有
用
な
情
報
を
微
に
入
り
細

に
入
り
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
を
さ
ら
に
住
民
共

通
の
情
報
と
し
て
１
冊
の
フ
ァ

イ
ル
に
ま
と
め
、
各
戸
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
瞬
時

の
対
応
に
も
、
誰
も
が
あ
わ
て

ず
落
ち
着
い
て
進
め
て
い
け
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
わ
け
で

す
。現

自
治
会
長
の
上
谷
俊
太
さ

ん
は
「
今
や
核
家
族
化
が
一
般

的
と
な
り
、
都
会
で
は
近
隣
と

の
関
わ
り
が
ず
い
ぶ
ん
希
薄
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
で
も
高

齢
化
と
極
端
な
人
口
減
少
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
、
我
々
の
よ
う

な
過
疎
地
区
の
住
民
に
と
っ
て

は
、
そ
れ
で
は
地
域
が
維
持
で

き
ま
せ
ん
。
家
族
の
よ
う
に
、

支
え
あ
う
姿
勢
が
何
よ
り
大
事

な
ん
で
す
。
現
状
で
は
満
足
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
悲
願
の
《
防

災
備
品
庫
》
や
二
次
避
難
所
と

な
る
《
集
会
所
》
の
創
設
も
夢

見
て
い
ま
す
。」
と
地
域
を
守
る

姿
勢
を
頑
な
に
貫
き
た
い
、
と

い
う
姿
勢
を
強
調
し
て
い
ま
し

た
。

「われらは家
●

族だ!」
●

自主的支えあい活動に地域一丸で取り組む《上谷自治会》の住民たち。

上谷自治会 自治会長・上谷俊太

（戸数・15＜H30.3.1現在＞）
山本 芳明

集落支援員
坂東美智子

近畿美馬市ふるさと会コーナー

近
畿
美
馬
市
ふ
る
さ
と
会
で
は
、
近

畿
地
方
在
住
の
美
馬
市
出
身
者
で
つ
く

る
「
ふ
る
さ
と
会
員
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
家
族
や
親
族
、
知
り
合
い
の
方

で
、
近
畿
地
方
在
住
の
美
馬
市
出
身
者
、

ま
た
、
ふ
る
さ
と
会
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

■
趣
旨

会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
図
り
、

ふ
る
さ
と
で
あ
る
美
馬
市
へ
の
郷
土
愛

を
育
み
、
美
馬
市
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
お
互
い
の
経
済
・
文
化
の
発
展

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
交

流
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

■
入
会
条
件

近
畿
地
方
在
住
の
美
馬
市
出
身
者
と

そ
の
家
族
お
よ
び
賛
同
者

■
会
費

年
会
費
２
千
円
（
会
費
の
納
入
に
つ

い
て
は
、
入
会
後
、
事
務
局
か
ら
連
絡

い
た
し
ま
す
）

■
会
員
特
典

・
会
員
証
の
発
行

・
市
発
行
の
「
広
報
み
ま
」
を
送
付

・
美
馬
市
内
に
あ
る
会
員
優
待
施
設
の

入
場
料
な
ど
の
割
引

・
美
馬
市
の
特
産
品
な
ど
の
情
報
を
お

届
け

紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
場
合
は
、
ふ
る
さ
と
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ӓ問
近
畿
美
馬
市
ふ
る
さ
と
会
事
務
局

（
ふ
る
さ
と
振
興
課
内
）
緯
５
２－

８
０

０
９
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市
身
体
障
が
い
者
連
合
会
穴

吹
支
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
３
月

18
日
、
穴
吹
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
約
１
０
０
名

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

得
点
競
技
で
は
３
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
輪
投
げ
や
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
な
ど
７
種
目
で
得
点
を
競

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
元
気

い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
披
露
し
、

競
技
を
通
し
て
会
員
相
互
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

藤
原

ヱ
ミ
子
さ
ん

（
突
出
）
が
３
月
18
日
に

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
県
や
市
か

ら
祝
い
状
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

藤
原
さ
ん
は
大
正
７

年
生
ま
れ
。
こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
お
す
ご
し

く
だ
さ
い
。

穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大穴吹川花火大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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３
月
20
日
に
、
穴
吹
地
区
認
定

こ
ど
も
園
の
起
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
起
工
式
に
は
、
徳
島
県

西
部
総
合
県
民
局
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
施
設
は
、
穴
吹
保
育
所
、

穴
吹
幼
稚
園
、
三
島
幼
稚
園
を
統

合
す
る
形
で
整
備
さ
れ
る
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
り
、

市
内
で
３
園
目
と
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
内
に
、
関
連
工
事

も
含
め
全
て
の
工
事
を
終
え
、
平

成
31
年
４
月
の
開
園
を
め
ざ
し

て
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

将
来
、
こ
の
園
か
ら
「
世
界
で

活
躍
す
る
人
材
」
を
育
て
ら
れ
る

よ
う
、
教
育
・
保
育
の
充
実
を
行

う
と
と
も
に
、
穴
吹
地
区
の
就
労

支
援
、
地
域
活
性
化
が
図
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

３
月
26
日
、
市
役
所
で
「
み

ま
っ
こ
子
育
て
応
援
企
業
認
定

証
贈
呈
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
市

民
や
従
業
員
に
対
す
る
子
育
て

支
援
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
る
企
業
に
お
い
て
、
市
の

定
め
る
基
準
を
満
た
す
場
合
に

認
定
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
新
た
に
、
市
内
の

企
業
５
社
が
認
定
証
を
受
賞
し

ま
し
た
。

本
市
で
は
、
今
後
も
企
業
に

よ
る
子
育
て
支
援
へ
の
取
り
組

み
を
促
進
し
、
取
り
組
み
事
例

を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
で
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
、

穴
吹
川
筏
下
り
大

会
は
台
風
の
影
響

で
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
宝
く
じ

助
成
金
を
財
源
と

し
て
、
穴
吹
川
花

火
大
会
当
日
に
鮎

の
つ
か
み
取
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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☆ＹＡ（ヤングアダルト）ボランティア
2018年度メンバー募集！
美馬市立図書館のＹＡボランティアをしてみま

せんか？本が好きな人、図書館が好きな人、ボラ
ンティアに興味がある人、大歓迎です!!
図書館スタッフと一緒に、ＹＡコーナーをプロ

デュースしてみませんか？？
活動内容 ＹＡ向け特集展示や印刷物の作成、イ

ベントのサポートなど
（月に２回程度。主に第２・４の土曜日の午後に活動）

対 象 市内在住または市内の中・高校に在学
中の中高生

募集定員 10名程度
○お問い合わせ・申し込み先
美馬市立図書館（緯0883-53-9666）まで

☆おはなし会
スタッフによるおはなし会♪絵本や紙芝居など

楽しいお話がいっぱい。ぜひお越しください。
４月14日（土）
午後２時～午後２時30分

☆新「図書利用カードへ」への切り替え案内
新図書館への移転に伴い、「図書利用カード」の

デザインを一新しました。
現在、美馬市立図書館仮館にて新規利用登録及

び、新「図書利用カード」への切り替えを開始し
ております。新図書館オープン時は混雑が予想さ
れますので、ぜひ、ご来館ください。
なお、現在ご利用の「図書利用カード」も引き

続きご利用できます。
○仮図書館での図書利用カード新規登録ができる方

煙美馬市内に在住の方
煙美馬市内にお勤めの方
煙美馬市内の学校に在学中の方

○仮図書館での図書利用カードの切り替えができ
る方
煙現在、図書利用カードをお持ちの方

○登録・切り替え時に必要なもの
煙住所が確認できるもの（健康保険証・運転免
許書・学生証など）

※小学生以下のお子さまの場合は保護者の証明書
が必要です。
煙在勤・在学の方は、上記のほか、在勤・在学
が確認できるもの

図 書 館 だ よ り

●美馬市立図書館仮館の利用案内について●
開館時間と休館日は現行と同じです。土日祝も開館いたします。

煙開館時間 午前９時～午後７時

煙休 館 日 毎週火曜日・第３木曜日、特別整理期間

煙住 所 穴吹農村環境改善センター１階（美馬市穴吹町穴吹字安成73）

煙電話番号 ５３－９６６６

◇現在お使いの図書利用カードは引き続いて利用できます。

◇仮館については、スペースが限られていますので、配架冊数は約５千冊

となります。

◇仮館にない資料については、徳島県立図書館との連携により、

取り寄せて利用することができます。

◇ブックポストは、穴吹農村環境改善センター正面入り口右側にございます。

美馬市立図書館 緯５３-９６６６ 開館時間午前９時～午後７時

新・図書利用カード
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文文文文文文文文文文文文芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸広広広広広広広広広広広広文芸広場場場場場場場場場場場場場
※
作
品
に
は
、
必
ず
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
種
別
と
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
明
記
の
な
い
作
品
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。
作
品
が
多
数
の
た
め
、
掲
載
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
締
切
り
は
４
月
20
日
（
金
）
必
着
で
す
。

作
品
の
送
り
先
：
〒
7
7
7-

8
5
7
7

美
馬
市
穴
吹
町
穴
吹
字
九
反
地
５

ふ
る
さ
と
振
興
課
「
文
芸
広
場
」

あ
さ
ま
だ
き
書
に
手
を
出
せ
ば
肩
に
春

岡

美
恵
子

雛
の
宴
主
役
す
や
す
や
膝
の
上
上
谷

逹

孫
が
来
て
足
よ
り
入
れ
る
春
炬
燵

枚
方
市

十
川

桐
水

美
郷
山
梅
や
桜
が
人
を
呼
ぶ

岩
本

俊
作

母
の
作
る
コ
サ
ー
ジ
ュ
胸
に
卆
業
す
大
内

虎

春
残
し
樹
間
に
透
け
る
水
の
音
山
本

美
子

足
る
を
知
り
幸
せ
探
す
花
辛
夷
大
西
八
重
子

や
わ
ら
か
き
雨
後
の
感
触
青
き
踏
む
尾
張

恵
子

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
甘
い
香
り
の
ち
ょ
う
ち
ょ
う
だ

北
岡

愛
莉
（
小
四
）

菜
の
花
の
色
よ
し
香
よ
し
春
う
ら
ら
香
西

一
緒

寒
が
り
の
猫
よ
り
此
方
ま
る
く
な
る
米
倉
サ
チ
子

ボ
ケ
封
じ
お
守
り
胸
に
神
だ
の
み奥
野

信
子

人
生
や
咲
か
せ
て
舞
い
て
幕
を
閉
じ
森
西

稚
童

桜
の
下
笑
顔
笑
顔
で
ハ
イ
ポ
ー
ズ石
田

博
子

違
え
ず
春
は
巡
り
き
て
す
ぐ
彼
岸

吹
き
く
る
風
も
肌
に
や
さ
し
く

篠
原
千
鶴
子

あ
な
た
の
夢
叶
い
ま
す
よ
う
祈
り
ま
す

I

b
e
l
i
e
v
e

と
絢
香
を
歌
う

小
笠
安
貴
子

震
え
て
る
案
山
子
に
ジ
ャ
ン
バ
ー
あ
げ
た
い
と

言
っ
て
た
孫
は
高
校
生
に

藤
本

忍

給
料
日
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
妻
や
さ
し

注
し
す
さ
さ
れ
つ
ほ
っ
こ
り
エ
ビ
ス
。

川
西
市

松
家
和
由
・
絹
代

悲
し
く
も
私
髪
の
毛
枯
れ
つ
つ
も

桜
は
蕾
咲
く
は
楽
し
み

中
妻

伸
一

き
の
う
こ
そ
生
ま
れ
し
幼
子
い
つ
の
ま
に
背

丈
こ
さ
れ
て
喜
々
一
笑

藤
川

忠
子

「
花
咲
く
」
と
の
電
話
か
み
し
め
温
泉
に
浸
り

ゆ

眺
め
る
山
並
霞
に
優
し

如
月

改
ざ
ん
に
揺
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
な
が
ら

点
滴
の
滴
落
ち
る
を
数
う

し
ず
く

中
村

正
一

荘
厳
な
管
絃
楽
の
調
べ
満
ち
し
ば
し
中
世
タ

イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

平
馬

公
美

俳
句

川
柳

短
歌

４
月
か
ら
中
学
生
に
な
る
息
子
の
た
め

に
無
料
体
験
を
経
て
家
庭
教
師
を
申
し
込

ん
だ
。
契
約
内
容
は
、
指
導
料
月
額
１
万
円
、

契
約
期
間
は
３
年
間
で
、
指
導
を
受
け
る
に

は
３
年
分
の
教
材
（
総
額
80
万
円
）
を
ま
と

め
て
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

半
年
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
家
庭
教
師
に
対
し

て
不
信
を
抱
き
、
家
庭
教
師
の
解
約
と
未
使

用
分
の
教
材
の
返
品
に
つ
い
て
伝
え
た
と

こ
ろ
、「
家
庭
教
師
の
解
約
に
は
応
じ
る
が
、

教
材
に
つ
い
て
は
ま
と
め
て
購
入
す
る
も

の
な
の
で
返
品
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
言

わ
れ
た
。

■
ひ
と
こ
と
助
言

新
年
度
に
あ
た
り
、
家
庭
教
師
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は
性
質
上
、
受
け
て
み
な

い
と
効
果
が
わ
か
ら
な
い
も
の
で
、
実
際
に

受
け
て
み
た
と
こ
ろ
効
果
が
思
わ
し
く
な

く
、
中
途
解
約
を
行
い
た
く
な
る
こ
と
が
少

な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
家
庭
教
師
の
契
約

で
あ
っ
て
、
契
約
期
間
が
２
か
月
を
超
え
、

支
払
い
額
が
５
万
円
を
超
え
る
契
約
で
あ

れ
ば
、
特
定
商
取
引
法
の
特
定
継
続
的
役
務

提
供
に
あ
た
り
ま
す
。
法
で
定
め
る
違
約

金
を
払
え
ば
中
途
解
約
は
で
き
ま
す
が
、
同

時
に
契
約
し
た
教
材
は
必
ず
し
も
返
品
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
関
連
商
品
と
し

て
購
入
し
た
教
材
で
あ
っ
て
も
、
使
用
料
に

相
当
す
る
額
を
業
者
に
支
払
う
必
要
が
あ

り
、
こ
の
使
用
料
の
算
定
が
難
し
い
た
め
、

解
決
が
長
引
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長
期

間
に
わ
た
る
多
量
な
教
材
の
購
入
は
、
中
途

解
約
時
の
条
件
な
ど
も
よ
く
確
か
め
、
慎
重

に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
速
や
か
に
美
馬
地
区
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
脇
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時

月
～
金

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

～未然防止にお役立てください～

家庭教師を中途解約したけれど・・・!!
愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空

偶
偶

【問い合わせ先】美馬地区消費生活センター緯５３-１５４１

※広報みま５月号をもちまして、文芸広場のコーナーの連載を終了いたします。皆様、ご応募いただき、ありがとうござい
ました。次回は広報みま平成31年１月号に、文芸広場のコーナーを掲載予定です。
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救 急 医 療 当 番 医 一 覧
電話番号病 院 名曜日月日電話番号病 院 名曜日月日

（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院月30（美）６３-２５６９折 野 病 院土144/

（脇）５３-２５７６おおた整形外科クリニック火15/（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日15

（脇）５３-１７１７多 田 ク リ ニ ッ ク水2（脇）５２-０９８８岡 内 科 病 院月16

（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院木3（脇）５２-２００２西 条 産 婦 人 科火17

（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院金4（脇）５３-２５２５酒 巻 耳 鼻 咽 喉 科 医 院水18

（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院土5（脇）５２-１０４５佐 藤 内 科木19

（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日6（脇）５２-３０１１秦 眼 科金20

（穴）５２-１２４３国 見 医 院月7（脇）５３-８１０５市 橋 内 科 医 院土21

（穴）５３-８５３０平 野 整 形 外 科火8（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日22

（貞）６２-２０５３谷 病 院水9（脇）５３-６０１１と し ま 小 児 科月23

（貞）６２-５１６６田 村 医 院木10（脇）５２-１２５８成 田 病 院火24

（貞）６２-５０５５林 眼 科金11（脇）５５-０３２１成 田 ク リ ニ ッ ク水25

（貞）６２-２０１２永 尾 病 院土12（脇）５２-１５２９脇 町 中 央 医 院木26

（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日13（脇）５２-１００１林 ク リ ニ ッ ク金27

（半）６４-２０８８大 久 保 医 院月14（脇）５２-２５８３桜 木 病 院土28

（半）６４-２１１１武 原 外 科 整 形 外 科 医 院火15（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日29

小 児 救 急 医 療 当 番 医 一 覧
曜日電話番号病 院 名

金 ・ 土 ・ 日 ・ 月（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

火・水・木（ただし時間帯により当直医が対応）0883-７２-１１３１徳 島 県 立 三 好 病 院

○時間 日曜日は午前９時から翌日午前９時まで。

それ以外は午後６時から翌日午前９時まで。

※つるぎ町立半田病院の時間外選定療養費について

は、事前に電話でお問い合わせください。

※当番医は都合により変更される場合があります。

ご了承ください。
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3月1日現在 前月号より
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－17
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人口（日本人）

人口（外国人）

日本人Ӓ男

外国人Ӓ男

日本人Ӓ女

外国人Ӓ女

世帯数

美馬市人口統計
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